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令和２年７月20日（月曜日）

午前10時37分開会

会議に付託された議案等

○議案

・議案第１号 令和２年度宮崎県一般会計補正

予算（第６号）

出席委員（７人）

委 員 長 岩 切 達 哉

副 委 員 長 内 田 理 佐

委 員 原 正 三蓬

委 員 中 野 一 則

委 員 二 見 康 之

委 員 日 高 博 之

委 員 渡 辺 創

欠席委員（なし）

委員外委員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 阿 部 文 彦

警 務 部 長 大 塚 祥 央

警務部参事官兼
日 高 俊 治

首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 時 任 和 博

刑 事 部 長 中 川 正 純

交 通 部 長 河 野 俊 一

警 備 部 長 小 野 博

警務部参事官兼
福 栄 芳 政

会 計 課 長

警務部参事官兼
河 野 晃 央

警 務 課 長

生活安全部参事官兼
久米田 勇 二

生活安全企画課長

総 務 課 長 河 野 博 之

少 年 課 長 日 髙 貴

生 活 環 境 課 長 田 匡 慶廣

交 通 規 制 課 長 垂 水 一 洋

運 転 免 許 課 長 河 野 禎 治

教育委員会

教 育 長 日 隈 俊 郎

副 教 育 長 黒 木 淳一郎

教 育 次 長
工 藤 康 成

（教育政策担当）

教 育 次 長
黒 木 貴

（教育振興担当）

川 北 正 文教 育 政 策 課 長

財 務 福 利 課 長 四 位 久 光

育 英 資 金 室 長 山 崎 博 文

高 校 教 育 課 長 押 方 修

義 務 教 育 課 長 吉 田 英 明

特別支援教育課長 松 田 律 子

教 職 員 課 長 東 宏太朗

生 涯 学 習 課 長 新 純一郎

スポーツ振興課長 押 川 幸 廣

文 化 財 課 長 木 郁 朗籾

人権同和教育課長 島 㟢 善真理

図 書 館 長 中 原 光 晴

美 術 館 副 館 長 安 部 博 己

総 合 博 物 館 長 黒 木 義 博

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 藤 村 正

政策調査課副主幹 前 野 陽 子

ただいまから文教警察企業常任○岩切委員長

委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま
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す。

日程案につきましては、お手元に配付のとお

りでありますが、御異議ございませんでしょう

か。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○岩切委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時37分休憩

午前10時38分再開

委員会を再開いたします。○岩切委員長

審査に先立ち、当委員会を代表しまして、こ

のたびの熊本県をはじめ、全国各地に被害をも

たらしました令和２年７月豪雨により亡くなら

れた方々に対し、謹んで哀悼の意を表するとと

もに、被災された皆様に対し、心からお見舞い

を申し上げたいと存じます。

それでは、本委員会に付託されました議案に

ついて、警察本部長の概要説明を求めます。

委員の皆様には、平素から○阿部警察本部長

警察の運営に関しまして深い御理解と御協力を

賜り、厚くお礼を申し上げます。

本日、御審議いただきます報告事項につきま

しては、令和２年度７月補正予算についてであ

ります。今回の補正予算につきましては 「警察、

業務における新型コロナウイルス感染症対策事

業」の改善事業といたしまして、警察施設の一

部改修や資器材の整備を行うものであります。

詳細については、警務部長から説明させます

ので、よろしくお願いいたします。

また、本県を含め、全国的に新型コロナウイ

ルスの感染拡大が深刻化する中、警察といたし

ましては、引き続きコロナ禍に便乗した犯罪の

抑止、取締りの徹底を図ってまいります。

私からは以上であります。

それでは、令和２年７月臨時○大塚警務部長

県議会提出の議案第１号「令和２年度宮崎県一

般会計補正予算（第６号 」の公安委員会関係に）

つきまして御説明いたします。

お手元の文教警察企業常任委員会資料と、議

会資料の令和２年度７月補正歳出予算説明資料

の203ページで御説明をいたします。

資料１、令和２年度７月補正予算案について

を御覧ください。

今回の補正予算案につきましては、４月の臨

時会において御承認いただきました、警察業務

における新型コロナウイルス感染症対策事業の

改善事業として、4,036万7,000円の予算計上を

行うものであります。

補正後の予算は、合計で273億1,940万8,000円

となります。

なお、ここで新型コロナウイルス感染症対策

に関する、警察本部における現状と今後の方向

性につきまして御説明申し上げます。

現状としましては、県内では感染者が少ない

一方で、第２波の発生が懸念されており、外部

者と接触する機会の多い警察職員は感染リスク

が高いこと、特に警察署員や執行隊員は、その

他の警察職員と比較して外部活動が多く、不特

定多数の者と接触することから、感染リスクが

極めて高いこと、警察署の体制の恒常的な縮小

は執行力の低下につながるおそれがあること、

対策を業務に浸透させないと継続的な感染防止

につながらないことなどが上げられます。

これらを踏まえ、警察本部における今後の新

型コロナウイルス感染症対策の方向性としまし

ては、全警察職員、特に警察署員や執行隊員に

それぞれの活動に応じた感染防止対策を徹底し

た上で、警察署の体制を確保し、万が一の場合
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は、本部が警察署の体制を補完できるように、

本部職員について特に感染リスクを下げる対策

が必要であります。

また、意識せずに感染防止が図られ、継続的

な対策となるよう、組織文化への浸透、ワーク

ライフバランス等に配慮した対策が必要である

など、新しい生活様式を踏まえた感染防止対策

を図ることとしております。

続きまして、次のページの資料２を御覧くだ

さい。

事業の目的につきましては、ただいま申し上

げました宮崎県警察における現状と今後の方向

、 、性を踏まえまして 今回の補正におきましては

さらなる感染予防対策や感染リスクを軽減させ

るために、新しい生活様式を踏まえた感染防止

、 、対策を図ることにより 継続的に治安を維持し

県民の安全と安心を守ることを目的とするもの

であります。

事業の概要としまして、アの感染リスク軽減

のための施設及び執務環境の整備は、警察業務

に伴う感染リスクを軽減させるために、飛沫の

飛散を防止するためのアクリル板の設置や、来

訪者の検温を行うためのサーマルカメラなどの

資器材を整備するほか、警察業務を継続させる

ための分散勤務に対応可能なネットワーク環境

の整備などを行うものであります。

イの留置管理業務における感染予防措置は、

新型コロナウイルスに感染した被留置者を隔離

して収容するために、高鍋警察署の留置施設の

一部を隔離室へ改修するものや、被留置者の呼

吸器不全などの症状を早期に把握するための機

器を整備するものであります。

事業の効果としましては、新型コロナウイル

、ス感染症に対するさらなる感染予防対策を図り

警察業務における感染者の発生を防ぐことによ

り、警察としての機能の維持が可能となり、県

。民の安全で安心な暮らしを守ることができます

執行部の説明が終了いたしまし○岩切委員長

。 。た 議案について質疑はありませんでしょうか

今説明がありました留置管理業務○渡辺委員

における感染予防措置として、高鍋署における

隔離室の整備という話がありましたが、具体的

にどのような整備がなされるのか。

それから、その他の一部の警察署では、隔離

する施設が既にあり、高鍋署にはないからとい

う事情なのか。施設を一つだけ整備するのであ

、 。れば なぜ高鍋署なのかを御説明いただきたい

あと、高鍋署の隔離室の整備に係る予算が幾

らなのかを教えてください。

、 、○大塚警務部長 まず 予算額につきましては

高鍋警察署の留置施設の隔離室整備と、先ほど

申し上げたパルスオキシメーターという呼吸器

、不全などの症状を早期に把握するための機器の

両方の額を合わせて1,347万円となります。

高鍋警察署の留置施設改修工事の予算額をこ

ちらで申し上げますと、予定価格に触れること

になりますので、ここでは差し控えさせていた

だきます。

次に、具体的にどのような対策を施すかとい

うところですが、留置施設の中で、感染した被

留置者と他の被留置者の動線を完全に分けて

例えば、留置施設内にシャワー室がありま―

すが、シャワー室を供用しないようにして、動

線を完全に分けて、アクリル板で空間を完全に

別の空間にするという形を考えております。

それから、なぜ高鍋警察署なのかというとこ

ろですが、高鍋警察署は地理的に県の中央に位

置することから、各警察署で新型コロナウイル

スに感染した被留置者が出た場合に、完全にほ

かの被留置者と分離した形で留置がしやすい、
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移動させやすいということから高鍋警察署にお

ける留置施設の整備を考えております。

また、新型コロナウイルスの感染者が多数発

生した場合ですが、その点については検察庁と

被留置者の取扱いについて相談し、例えば、釈

放して病院に入院させるなど、様々な方法で新

型コロナウイルス感染症に感染している被留置

者を他の被留置者から分離し、留置施設内での

感染拡大を防止する仕組みにしていきたいと考

えております。

なお、この留置施設の改修工事に係る費用に

つきましては、国の補助事業であり、宮崎県は

１警察署の１留置施設分に関して補助対象と

なっております。

ただ今の答弁の中で、高鍋警察○岩切委員長

署の工事請負に係る費用は、予定価格に触れる

ため答弁をしない旨の発言がありましたが、常

任委員会資料に事業費の額の提示がありますの

で、その範囲内で答弁をいただきたいと思いま

。 。す 答弁を整理していただけませんでしょうか

留置施設関係でございますけ○福栄会計課長

れども、トイレ改修関係が 約620万円、アクリ※

ル板関係が約1,140万円、サーマルカメラ、体温

計関係が約260万円等でございます。

ありがとうございます。質疑を○岩切委員長

続けます。

関連ですが、先ほどの予算額1,347○渡辺委員

万円というのは、国の補助分と県単分を合わせ

た合計額だと思います。

知りたいのは、このうち高鍋警察署の１署分

に係る規模感がどのぐらいのものかというとこ

ろです。今、改修工事の中身は、ほとんどアク

リル板の工事という答弁でしたから、その額は

高鍋警察署の１署分だと理解します。

その上で、お伺いしますが、高鍋警察署の留

置施設を整備するのは、県央部にあるからとい

う地理的な理由があることは理解できました。

そこで、例えば宮崎北警察署のような規模の

大きい警察署の留置施設は、高鍋警察署が今回

の補正によってなされる工事によって達する感

染予防対策の水準を既に備えていると理解すれ

ばいいのか、それとも、高鍋警察署の留置施設

の水準が新型コロナウイルス感染症に関して飛

び抜けて高い状況になるのか、その辺はどうで

すか。

今回 改築をすることによっ○日高首席監察官 、

て、留置施設の感染予防対策のレベルは、高鍋

警察署が一番高くなります。

分かりました。細かい事情はいろ○渡辺委員

いろあると思いますが、人口の多い宮崎市にあ

る宮崎北警察署とか宮崎南警察署で新型コロナ

ウイルスに感染した疑いのある留置者が出た場

合には、高鍋警察署に移送するということで理

解しました。

そこで、既に発症して症状が出ているという

ことになれば、人道的な面も含めて当然入院と

いうことになると思います。県内における新型

コロナウイルス感染症の症状が出ている方々を

収容できる病院やそのベッド数は限られている

わけですので、仮にそこに留置者を入院させる

となると、多分、普通の方の入院とは事情が異

なってくる思いますが、その場合の警察として

の負担感がどのぐらいのものなのか。

同じ施設にほかの新型コロナウイルス感染症

、の方々が入院することもあり得ると思いますが

そこへの支障とか影響があるのかないのか、ま

た、そういう事態を想定して、例えば県立病院

や福祉当局と何らかの事前の調整等はなされて

いるものなのか、教えていただけないでしょう

※次ページに訂正発言あり
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か。

留置している者について、○日高首席監察官

ＰＣＲ検査等で陽性が判明した場合、その後ど

うなるのかについて御説明いたします。

留置されている者の犯した罪に伴う拘留の必

要性の度合い 例えば凶悪犯罪であれば拘留―

の必要性は高いということになるんですけれど

も と症状ですね、軽症であるのか重症であ―

るのか、この２つを検討することになります。

凶悪犯罪であって軽症であった場合は、拘留を

継続すべきと考えています。当然検察庁や裁判

所と連携して協議しながら決めていきますが、

基本的な考え方はそうなります。

問題は、凶悪犯罪で拘留の必要性が高い者が

重症である場合ですが、その場合には医療機関

に入院させて治療ということになり、警察官が

拘留の状態を24時間監視することになります。

軽症で拘留の必要性がない被疑者につきまし

ては、協議の上で決まりますが、釈放指揮が裁

判所から出ますので、釈放指揮で釈放すること

、 。になれば 任意の被疑者ということになります

その場合、警察としては拘留の必要性がなくな

りますので、どこにいるのかといった所在の把

握はしますが、監視はなくなるという仕切りに

なります。

分かりました。○渡辺委員

先ほど申し上げました予算額○福栄会計課長

につきまして訂正をさせていただきます。

まず、留置施設の改修関係につきましては、

施設の中に独立したシャワールームをつくるた

めのパネル板の設置等で約1,300万円、それにプ

ラスしてパルスオキシメーター 先ほどの血―

中酸素濃度を測る器械が十数万円という内訳に

なっております。

、 、○渡辺委員 今のパネル板や シャワールーム

パルスオキシメーターは、全て高鍋警察署関連

のもので、ほかの警察署のものは入っていない

と理解していいですか。

、○福栄会計課長 改修工事関係につきましては

全て高鍋警察署ですが、パルスオキシメーター

につきましては、留置施設のある全ての警察署

になります。

分かりました。○渡辺委員

ほかに質疑はございませんで○岩切委員長

しょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

その他で何かありませんでしょ○岩切委員長

うか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって警察本○岩切委員長

部を終了いたします。

暫時休憩いたします。

午前10時58分休憩

午前11時９分再開

委員会を再開いたします。○岩切委員長

審査に先立ち、当委員会を代表しまして、こ

のたびの熊本県をはじめ、全国各地に被害をも

たらしました令和２年７月豪雨により亡くなら

れた方々に対して、謹んで哀悼の意を表すると

ともに、被災された皆様に対し、心からお見舞

いを申し上げたいと思います。

それでは、本委員会に付託されました議案に

ついて、教育長の概要説明を求めます。

教育委員会でございます。本日○日隈教育長

は御審議のほど、どうぞよろしくお願い申し上

げます。

今回、当委員会で御審議いただきます教育委

員会所管の議案につきまして、その概要を御説

明いたします。
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お手元にお配りしております文教警察企業常

、任委員会資料の表紙をおめくりいただきまして

左側の目次を御覧いただきたいと思います。

今回 御審議いただく議案は 議案第１号 令、 、 「

和２年度宮崎県一般会計補正予算（第６号 」）

の１件であります。

それでは、常任委員会資料右側の１ページを

御覧ください。

補正予算の概要でございますが、表に太線で

囲んでありますところが３か所ありますけれど

も、その一番上の一般会計の合計の欄を御覧く

ださい。

今回、12億6,085万5,000円の増額補正をお願

いするものであります。補正後の一般会計の合

計は その２つ右の欄に示しておりますが 1,115、 、

億4,669万円であります。

私からの冒頭の説明は以上でありますが、詳

細につきましては、引き続き担当課長からそれ

ぞれの事業について御説明いたしますので、御

審議のほど、よろしくお願いいたします。

それでは、議案についての説明○岩切委員長

を求めますが、委員の皆様からの質疑は、執行

部の説明が全て終了した後にお願いします。

お手元の常任委員会資料○川北教育政策課長

の２ページを御覧ください。

新規事業、ＩＣＴ活用教育推進のための調査

研究事業でございます。

１の事業の目的・背景でございますが、国の

ＧＩＧＡスクール構想の大幅な前倒しによりま

して、学校ではＩＣＴ機器の整備が急速に進ん

でおり、これに伴いまして、教職員のＩＣＴ機

器に係る知識・技能の習得が急務となっており

ます。今回、ＩＣＴ機器を活用した効果的な学

習指導、教職員研修、そして新型コロナウイル

ス感染症第２波への備えなど 早急に検討を行っ、

ていく必要がございますので、今後の本県にお

ける教育の情報化等について様々な実践、検証

。などの調査研究を行っていくものでございます

２の事業概要でございます。予算額は1,409

万5,000円、財源は全て一般財源、事業期間は、

令和２年度でございます。

事業内容でございますけれども、①オンライ

ン具現化のための環境整備でございますが、Ｉ

ＣＴを活用した様々なオンライン研修などを行

うために、Ｗｅｂ上で会議ができるシステムを

取り入れてまいりますが、これを利用するため

のライセンス等を取得して、環境整備を行って

いくものでございます。

②の専門的知識や資質向上を図る研修会の充

実では、教職員等を対象としましたＩＣＴ活用

及び第２波を想定した研修等を行いまして、Ｉ

ＣＴ活用に係る教職員の知識・技能の習得を行

うものでございます。

③でございますが、ＩＣＴを活用した家庭学

習の調査研究では、臨時休校等の緊急時におき

ましても、ＩＣＴ端末の活用により、児童生徒

の学びを保障できる環境実現のために、家庭の

パソコン、スマートフォンの活用についての検

証、そして通信環境が不十分な家庭への対応な

どの調査研究を行ってまいります。

④の未来の教室プロジェクトチーム（仮称）

の設置でございます。ＩＣＴの専門家と連携し

まして、研修プログラムの開発、効果的なオン

ラインの活用法など、今後の教育の情報化等に

ついて調査研究を行ってまいります。

最後に、事業効果でございますが、感染症の

第２波へ備えた関係者への研修を行いますとと

もに、今後の本県の教育の情報化等につきまし

て、専門家を交えて調査研究を進めることで、

これからの本県におけるＩＣＴ活用教育の推進
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につながるものと考えております。

説明は以上でございます。

常任委員会資料の４ペー○四位財務福利課長

ジをお開きください。

県立学校等感染症対策事業について御説明い

たします。

１の事業の目的・背景でありますが、新型コ

ロナウイルス感染症を含む感染症を予防するた

め、県立学校における必要な用具等の購入やト

イレの手洗いの自動水栓化等の衛生設備を整備

するものであります。

２の事業の概要でありますが （１）の予算額、

は１億1,608万円 （２）の財源 （３）の事業、 、

期間は記載のとおりであります。

（４）の事業内容でありますが、①県立学校

における感染症対策事業は、スポーツ振興課の

所管でありまして、アにありますように、飛沫

拡散及びウイルス接触防止のためのフェイスシ

ールド等の配備や、イにありますように、教室

等の効率的な換気のための扇風機の導入などを

行うものであります。

また、②県立学校衛生設備等整備事業は、財

務福利課の所管でありまして、アにありますよ

うに、県立高等学校等のトイレの手洗いの自動

水栓化を39校、約800か所で行ったり、給食施設

における消毒・殺菌機材等の整備を行ったりす

るほか、イにありますように、主に特別支援学

校の児童生徒の熱中症対策等として、保健室等

に製氷機などを整備するものであります。

３の事業効果でありますが、感染症対策のた

めに必要な用具・設備を整備・充実することに

より、学校における感染症予防の徹底を図るこ

とができると考えております。

次に、資料が替わりまして、お手元の令和２

年度７月補正歳出予算説明資料の財務福利課の

インデックスのところを１枚おめくりいただき

まして、177ページを御覧ください。

ページ中ほどの（事項）一般運営費（高等学

校）につきまして、908万9,000円の増額補正を

お願いしております。

また、その次の（事項）一般運営費（特別支

援学校）につきまして、111万3,000円の増額補

正をお願いしております。

これは、新型コロナウイルス感染症による県

立学校の休校の影響により、７月と８月の授業

日数が増加すること等による、エアコンなどの

電気使用料の増加分としてお願いするものであ

ります。

財務福利課及びスポーツ振興課の説明は、以

上であります。

常任委員会資料の６ペー○押方高校教育課長

ジをお開きください。

新規事業、県立学校「学びの保障」環境整備

事業でございます。

１の事業の目的・背景でありますが、新型コ

ロナウイルス感染症による学習の遅れを取り戻

し、感染リスクを可能な限り低減させることを

目指して、効率的で効果的な授業等の実施や、

、密を回避して新しい生活様式を可能にするため

。学校におけるＩＣＴ環境の整備を行うものです

２の事業概要でありますが （１）予算額は３、

億5,934万2,000円、財源、事業期間は記載のと

おりでございます。

（４）事業内容につきましては、右側のポン

チ絵で御説明いたします。

まず、一番上の段の１、高等学校のＩＣＴ整

備では、①現状にありますように、大型提示装

置 プロジェクターまたは大型モニターが整─

備されている普通教室は 全ての高等学校で約16、

％であり、それらの機器に使用するパソコン端
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末も不足しております。

、 、また その右側の点線の中に記載したとおり

一般的な高等学校の教室は、黒板と放送スピー

カーだけというのが実情でありまして プロジェ、

クター等のＩＣＴ機器は毎回教室に持ち込んで

おります。そこで、左下の②必要な学校ＩＣＴ

環境にありますように、教室内のデジタル環境

を充実するために、太枠に書いてありますが、

大型提示装置と教室用タブレット端末を各教室

に整備することとしました。全ての普通教室に

は、固定式の壁掛けプロジェクターを、理科や

家庭科などの特別教室等には大型液晶モニター

を整備し、これらと同時に使用する教室用タブ

レット端末約1,100台を整備いたします。

なお、校内ネットワークの高速大容量化と生

徒貸出用端末の整備につきましては、既に５月

補正で予算化をしているところです。

この整備により、下の③今後の教育にありま

すように、教室内では、動画やデジタル教材等

、 、を効率的・効果的に活用し 学びを進化させて

より深い理解、学力の定着が可能になります。

また、教室や学校の壁を越えた学び、他校や

外部専門家とつながる遠隔やオンラインでの学

習が可能となります。さらには、授業や行事の

新しい様式として、全校行事や講演会等の分散

実施や、学級を分割して少人数での授業を行う

ことも可能となります。

このように、本県のこれまでの教育実践の蓄

積とＩＣＴの力を掛け合わせることで、授業や

学習の在り方をレベルアップさせた新しい学び

の提供が可能となります。

次に、下の２、特別支援学校のＩＣＴ整備に

ついてですが、基礎疾患のある児童生徒が多数

在籍していることを踏まえまして、密集状態と

なる音楽などの合同学習や集会活動は分散して

実施する必要があります。

、 、そこで 左下の①学びの保障といたしまして

ア、イ、ウにあります３つの保障を目指して、

各特別支援学校に、それぞれの障がいに対応で

きるよう点字ディスプレイや出入力を支援する

機器、教師用のタブレット端末を整備すること

といたしました。これらにより、オンラインで

複数の学級をつないで学習等を行ったり、分散

して合同学習等を行ったりできるようにしたい

と考えております。

以上のような整備を行うことで、左側のペー

ジに戻りまして、３、事業効果にありますよう

、 、に 全ての県立学校でＩＣＴを活用した効率的

効果的な授業や密を避けた教育活動を実施する

環境が整い、児童生徒の学びを保障することが

できると考えております。

続きまして、常任委員会資料の８ページをお

開きください。

新規事業、産業教育実習環境整備事業であり

ます。

５月補正の実習設備等緊急整備事業では、福

祉科、家庭科の実習設備について緊急整備をお

願いしましたが、今回は、農業、工業、水産に

関する実習設備の整備になります。

１、事業の目的・背景でありますが、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、インターン

シップや企業での長期実習、企業見学といった

学校外での実習や研修につきまして、これまで

と同様の日数や人数での実施、また実施そのも

のが難しくなっているところもございます。今

後、第２波、第３波も予想されますので、企業

等での高度な実習を校内で補完できるようにす

るため、さらには機器を増やすことにより３密

対策のためにも、校内の実習設備の整備を行う

ものでございます。
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２、事業の概要でありますが （１）予算額は、

５億2,564万6,000円、財源、事業期間は資料に

記載のとおりでございます。

（４）事業内容でありますが、資料の右のポ

ンチ絵を用いまして御説明申し上げます。中ほ

どにあります対策のところを御覧ください。

①の農業科では、食品系では、フードビジネ

スや６次産業化のための農畜産物加工を学ぶこ

とができる真空調理器を整備いたします。

林業系では、演習林実習や小型建設系車両の

資格取得に関わる林業用バックホウを整備いた

します。

土木系では、測量士補の資格取得に関わる測

量実習に使用する測量機器を整備いたします。

左下の②の工業科では、フライス盤やワイヤ

ーカットと呼ばれる金属加工を行うための工作

機器や、万能試験機と呼ばれるコンクリートや

鉄筋の強度を調べる試験機を整備いたします。

また、右下の③の水産科では、本県において

は、宮崎海洋高等学校のみとなりますが、４級

海技士養成校であることを踏まえ、今回、新型

コロナ感染症の影響から、長期乗船実習の一部

を校内で代替することが想定されることから、

小型実習艇を導入いたします。

また、栽培漁業では、これまで中間養殖のみ

を行っておりましたが、新たに、生産から販売

までの完全養殖を学ぶことができる設備を導入

いたします。

以上のような整備によりまして、平常時、コ

ロナ禍を問わず、生徒に持続的・安定的な教育

環境の提供が可能となるとともに、県内産業界

が求める即戦力となる人材の育成が図られると

考えております。

高校教育課の説明は以上であります。

常任委員会資料の10○松田特別支援教育課長

ページをお開きください。

特別支援学校教育環境整備事業についてでご

ざいます。

まず、１の事業の目的・背景でありますが、

資料の11ページのポンチ絵を御覧ください。

１の現状にありますとおり、特別支援学校に

おきましては、生徒数の増加に伴う教室不足に

、 、よりまして みなみのかぜ支援学校高等部では

１つの教室を間仕切りし、複数の学級で使用し

たり、図書室等の特別教室を普通教室に転用し

て使用したりしております。その結果、教室が

狭くなり、密集状態が発生しやすい状況になっ

ております。

そこで、感染症予防の観点から、教室の増設

を早急に行い、教室不足による密集状態を解消

することで、安全、安心な学校施設を実現する

ものであります。

資料の10ページにお戻りください。

２の事業の概要でありますが、予算額は1,976

万3,000円でありまして、全額、一般財源でござ

います。

事業期間は、令和２年度のみの単年度でござ

います。

事業内容でありますが、みなみのかぜ支援学

校の高等部に教室棟を増築するための設計を行

います。５教室の教室棟を２棟建築し、棟の間

に廊下を設け、合わせて10教室を増設いたしま

す。

３の事業効果につきましては、教室棟増設に

より、密集状態の解消が図られ、生徒が安全、

安心に過ごすための教育環境が確保できると考

えております。

続きまして、資料の12ページをお開きくださ

い。

修学旅行のキャンセル料等支援事業でござい
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ます。

まず、１の事業の目的・背景でありますが、

新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大

のため、県立学校で修学旅行の変更を検討して

おります。これらの修学旅行変更に伴うキャン

セル料等の追加的な経費を補償することで、保

護者の負担の軽減を図るものであります。

次に、２の事業の概要でありますが、予算額

は1,667万4,000円でありまして、そのうち、国

庫支出金は45万8,000円、一般財源が1,621

万6,000円でございます。

事業期間は、令和２年度のみの単年度でござ

います。

事業内容でありますが、資料の13ページのポ

ンチ絵を御覧ください。

１の現状に、令和２年度当初予定の修学旅行

を示しております。これらの修学旅行につきま

して、旅行地域の感染状況によって、修学旅行

の中止、延期、行き先の変更の可能性がござい

ます。

資料の12ページにお戻りください。

（４）の事業内容でありますが、新型コロナ

ウイルス感染症対策等の対応により、修学旅行

の変更を出発日の１か月前までに行った、それ

ぞれの県立学校の児童生徒と付添人の分のキャ

ンセル料等を補償するものであります。

最後に、３の事業効果につきましては、修学

旅行の変更に伴い発生した保護者負担を軽減す

ることができるものと考えております。

常任委員会資料の14ページ、○東教職員課長

。学習保障等に必要な人的体制の強化であります

１の事業の目的・背景でございますが、新型

コロナウイルス感染症の影響を踏まえたきめ細

かな指導や新しい生活様式の実践等に対応する

ため、スクール・サポート・スタッフ等の追加

配置を行うとともに、教育相談体制の強化のた

め、スクールカウンセラー等を追加配置したい

と考えております。

事業の概要でございますが、予算額は１

億9,905万3,000円で、財源と事業期間は資料に

記載のとおりであります。

事業内容でございますが、①にありますとお

り、少人数に分けて授業を行うなど分散型授業

や児童生徒の理解の状況に応じた個別指導など

のため、授業のみを受け持つ学習指導員を追加

配置したいと考えております。

また、②にありますとおり、教室内の消毒や

換気などの校務が増加する教員の業務負担を軽

減するため、授業以外の校務を支援するスクー

ル・サポート・スタッフの追加配置や、既存配

置の時間数を増やしたいと考えております。

また、③にありますとおり、学校行事等の変

更や調整で校務が増大している大規模校等にお

いて、学校運営体制の強化や指導体制の充実を

図るため、授業及び校務を受け持つ加配教員を

追加配置したいと考えております。

、 、さらに 人権同和教育課の所管でありますが

④にありますとおり、児童生徒の心の問題を改

善・解決する体制を強化するため、スクールカ

。ウンセラーを追加配置したいと考えております

最後に、⑤にありますとおり、問題を抱えた

児童生徒の環境の改善や関係機関との連携を図

るため、スクールソーシャルワーカーを追加配

置したいと考えております。

事業効果といたしましては、人的体制の強化

により、児童生徒の学びを最大限サポートする

とともに、教員の業務負担の軽減を図ることが

でき、児童生徒の不安や悩み等への迅速な対応

と解決を図ることができるものと考えておりま

す。
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資料右側の15ページには、学校再開後の人的

配置の取組状況を表しております。黒く塗った

部分が、今回の追加配置等を示すものでありま

す。

執行部の説明が終了しました。○岩切委員長

。議案について質疑はございませんでしょうか

資料の12ページ、修学旅行のキャ○二見委員

ンセル料支援についてお伺いします。

市町村でも、変更やキャンセルについてどう

していこうかと悩んでいるところも多いと思い

ます。

この事業は、高校教育課と特別支援教育課が

担当ですが、各市町村との情報交換というか

判断するのは各市町村の教育委員会かもし―

れませんが、どのような形で支援をしていこう

かとか、対応を取ろうかとか、そういう協議は

何かしてこられた上での事業計画なのでしょう

か。

、○吉田義務教育課長 各市町村に対しましては

国の様々な補助事業や、交付金の仕組みについ

て、随時情報提供をしております。市町村立の

小中学校が行う修学旅行のキャンセル料が発生

した場合におきましても、各市町村には交付金

が交付されておりますので、それで対応すると

いうことで……。そういったところについては

市町村と随時協議というか情報交換をしており

ます。

分かりました。今回、１か月前ま○二見委員

でに行ったキャンセル料についての事業という

ことですが、各学校で修学旅行に行く時期はそ

れぞれ違うと思います。

今までに、年度の前半でキャンセルを行った

ところがあるのかないのか。これまでにキャン

セルを行った学校も対象になるのか。それとも

今後のキャンセルだけが該当するのか。

あと、国内と国外では、また少し事情も違う

のかなという気もします。

また、キャンセルの判断をするのはどなたな

のか、学校長なのか。特に今、第２波と言われ

ている状況を考えると、感染者が増え始めてか

ら２週間後ぐらいにピークが来ているのではな

いかと思います。そうなると、１か月前までに

判断するというのは、結構難しい条件なのでは

ないかと思います。その辺をどのように整理し

ていらっしゃるのか、説明をお願いします。

まず１つ目の補償の関係○押方高校教育課長

ですが、実は、県立学校では中等教育学校が既

に３月に実施予定の修学旅行をキャンセルして

おります。

そのため、国の補助は１万2,000円程度の補助

しか出ないということで、既に４万円ほどキャ

ンセル料が発生している関係上、そのプラス分

を補うための予算組みとなっております。

また、ほかの県立高等学校になりますけれど

も、ほとんどが11月後半から２月にかけてとな

ります。

特に国外につきましては、今県立校長会でい

ろいろ話をしておりますが、国外についてはほ

とんどキャンセルか国内への変更、もしくは延

期等々を検討している状況でございます。

判断につきましては、学校私費の行事という

ことで、県教委としては、いろいろな県内外の

情報等を提供したり、自粛等の相談等に乗った

りしておりますが、今校長会で随時検討してい

るということです。

もう１件、30日前までのキャンセルでは間に

合わないのではないかということでございます

が、実際に生徒や保護者に説明をして、生徒の

保護者が払込みを始めたりするのが、どの学校

も９月後半になる予定でありますので、それま
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でには中止、延期等の判断が出てくるというふ

うに考えております。

判断は学校長が主体となります。

キャンセル料の予算額は、基本的○二見委員

に今予定しているところがキャンセルした場合

の10割という考え方ですか。

今回お願いします予算に○押方高校教育課長

つきましては、契約した段階で発生する企画料

というのがございまして、その部分の予算を組

んでいるということでございます。

生徒・保護者がまだ払い込んでいる状況では

ございません。

先ほど申しました五ヶ瀬中等教育学校は払い

込んだ分がございますので、その分の予算はお

願いしたところですが、それ以外は企画料等に

関する予算のみということになります。

確認ですけれども、要するに、今○二見委員

回のこのキャンセル料の支援事業というのは、

個人の 個人というか、各家庭のキャンセル─

負担、何日前だったら20％、30％とかあったり

するんですけど、それが発生する前にキャンセ

ルした場合のキャンセル料をこの事業で補塡す

るということでいいんですね。

委員のおっしゃるとおり○押方高校教育課長

でございます。

ということは、その後にキャンセ○二見委員

ルの判断をせざるを得なくなった場合について

は、各家庭でそれぞれキャンセル料を負担して

くださいということになるわけですね。

今後の新型コロナウイル○押方高校教育課長

ス感染症の拡大等に伴うと思われますが、まず

は学校で実施するかどうかを含めて、業者との

保険契約とかそういうものをしっかり保護者に

説明します そして 払込みが始まった後にキャ。 、

ンセルになった場合は、今のところ実質的には

やはり個人のキャンセルになろうかと思われま

す。

。○岩切委員長 関連して質疑はございませんか

基本的なところで、判断の関係な○日高委員

のですが、一般の方はもうＧｏＴｏキャンペー

ンも始まり、宿泊を伴う県外への旅行はオーケ

ーになりますよね。

教育委員会は子供たちの安全を守るというこ

とで慎重にやっているというのは十分分かるん

ですが 教育委員会はどの時期に修学旅行に行っ、

ていいという判断を出すのかというのが分から

ないですよね。

11月から２月と言っているけれども、９月か

らということでもいいのか。８月１日からもオ

ーケーなのか。団体で県外に行くのは修学旅行

だけではないと思うのですが、その辺をお伺い

します。

修学旅行の時期につ○松田特別支援教育課長

いてですが、特別支援学校は９月以降に計画を

している学校もありまして、その時期に修学旅

行の実施が可能かどうかにつきましては、その

時期の感染拡大の状況でありますとか、どこに

行くか、その行き先の地域の感染拡大の状況に

よって判断していくことになります。

その判断は、やはり学校が修学旅行の規模で

ありますとか人数、宿泊地の状況、宿泊施設の

状況、見学地の状況等の安全が確保されると判

断すれば実施することになります。県教育委員

会として、一概にこの状況であれば実施が不可

能であるとか、一律に判断するということはし

ておりません。

分かりました。基本的に、行こう○日高委員

と思えば、しっかりルールを守ればいつでも行

けるということですよね。期間的には今の状況

でも行けるけれども、学校の判断がまずあるか
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ら、９月とか、11月とかになるということです

ね。

現在、既に実施時期○松田特別支援教育課長

、をずらして延期を決めている学校もありますし

次年度以降に延期ということを判断している学

校もあります。

また、特別支援学校は学部別に実施しますの

で、全体で30の旅行を予定しているのですが、

その中で17校が既に県内の修学旅行を決定して

。 、おります 残り２校がまだ検討中ということで

そのほかの旅行については、時期をずらすなど

の対応を検討しているところであります。

また、東京、福岡、鹿児島、沖縄など感染が

拡大している地域につきましては、旅行の実施

そのものを見合わせていただくような案内もし

ているところです。

分かりました。感染が拡大してい○日高委員

る地域は、やはり教育委員会としては駄目だ

駄目というか禁止しているという見方でい─

いわけですね。そのほかは、校長の裁量でオー

ケーだということで了解しました。

今の話を聞いていて、やっぱりい○二見委員

ろいろ考えるところがあるのですが、以前、こ

の委員会で、小中学校にも修学旅行はできるだ

け県内にしてほしいという話がありました。

私も地元が都城なので、いろんな学校の話を

聞いていて、大概鹿児島に行くと言っていたわ

けですが、やはり１か月ほど前ぐらいから鹿児

島がこういう状況になってきたので、慌てて変

更を考えざるを得なくなってきたというような

状況です。先日説明いただきましたが、今度、

商工建設常任委員会に出ている県内修学旅行へ

の支援制度です。

こういったものについて、何か少しタイミン

グがずれているというか。もう少し県内で、県

の教育委員会だけではなくて、市町村の教育委

員会ともしっかり連携して動いていかなければ

ならない時期なのではないかとずっと思ってい

たんですが、県内に誘導するときにはまだそう

いう事業がなかった、そういう方針も出ていな

かったと思います。

僕はいずれ出すのだろうとか、あるんだろう

と思っていたけれども、今までなかったという

のが少し残念だと考えるところがあります。

今回、このキャンセル料の支援事業を行うの

はいいことだと思うのですが、ここでやるのは

県の所管する学校に限るわけで、今後、各市町

村の小中学校が判断するに当たって、非常に頭

を抱える状態が発生するかもしれないわけです

よね。この辺への情報共有というか、ある程度

の大きな指針というのは、こういう事業を始め

る前にある程度きちんとやっておかないといけ

ないのではないかなと思います。

特に県立学校も９月以降に説明があって、11

、月以降から始まると言われるわけですけれども

この判断に至るまでに準備すべきこと、行き先

の状況がどうなったとか、この辺について、あ

る一定程度の、教育委員会としての基準を持っ

ておかないといけないと思います。その辺はい

かがですか 何かこういう対策とかあるのでしょ、

うか。

修学旅行の県内での検討につい○日隈教育長

、 、ては もう既に６月に出しておりますけれども

６月末から東京都をはじめ隣県の鹿児島県で感

染拡大というような状況があって、宮崎県も７

月５日に１都４県を感染流行地域ということで

位置づけたところです。

教育委員会も速やかに通知を出しまして、出

張あるいは宿泊、また修学旅行については、慎

重な対応をするようにと、事実上、自粛を含め
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た文章になっているんですけれども、県立学校

に対して通知を出し、また、それを同様に市町

村にも参考にということで通知を出していると

ころです。

それを踏まえて最終的に、今、市町村のほう

で修学旅行の 秋からの分になりますが、検―

討を進められているという状況でございます。

詳細は後ほど義務教育課長が御説明するかも

しれませんけれども、これを受けてということ

で少なくとも小学校については県内のほうが強

くなってきたのかなということで、そろそろ決

定しなくてはいけない、キャンセル料について

も１か月前が一つのめどですので、それまでに

判断していかなければならないということがあ

ります。

ただ、学校のほうではそれぞれ、市町村にな

りますけど、小学校などは特に、ノウハウも含

めて今まで鹿児島県というのがやはり定着して

きたところもあるし、また受入れの宿泊施設も

手慣れているというところも含めて、やりやす

かったということがあったんでしょう。

また、新たに県内ということになると、一か

ら企画をやり直しているところもあったので、

多少検討に時間もかかってきていたのかなとい

うふうに考えます。

加えて、大阪府では毎日100名近く発生し、増

えてきております。

今月16日に関西地域２府４県が感染注意地域

に指定されましたので、このことも含めて今後

検討していかなくてはならないのかなというふ

うに考えております。市町村の中学校がこれま

で修学旅行で関西のほうに行かれておりました

ので、これについてはかなり強い注意をしてい

く必要がある。いわゆる消極的にならざるを得

ないのかなということで検討が進むものと思わ

れます。

同様に、こういった地域に対する出張あるい

は宿泊を伴うもの、あるいはこの修学旅行につ

いても最大の注意を払っていくようにというこ

とになろうかと思いますので、当然そこについ

ては慎重な対応という検討が進むものと考えて

おります。

なお、高等学校については、先ほど高校教育

課長が御説明したとおり、海外についてはかな

り厳しいという状況で、ほぼ海外の修学旅行に

ついてはキャンセルというような状況にござい

ますので、このキャンセル料については、現在

この委員会で審議をお願いしているところでご

ざいます。

欧米のほうも、例えばイギリスは、ずっと学

校休業が続いていて１日も再開していないとい

うような国もありますので、かなり深刻な状況

というふうに聞いております。

私どものほうから日本人学校に派遣する教員

についても、まだ派遣できないという国も結構

ありますので、海外についてはかなり厳しいの

かなと。国内についても、今申し上げたような

状況にありますので、行き先についてはかなり

慎重に検討せざるを得ないのかなという状況で

す。

ただ、低学年に向けては、県内の状況はもう

委員の皆さん御承知のとおり、ある程度収まっ

ており、発生しても発生源も大体承知できる範

囲ということで、安全、安心の面では県内は大

、 、丈夫なのかなということで 受入れますホテル

旅館のほうも十分体制がとれるというような状

況になってまいりましたので、これは商工建設

常任委員会で今御審議いただいておりますけれ

ども、商工観光労働部で今回支援をしようとい

うことでお話がまとまりましたので、現在審議
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をいただいて、まとまるようであれば、こちら

のほうの御承認がいただければ、その支援を活

用して進めてまいるということになろうかと思

います。

今までの流れ、経緯についても分○二見委員

かったんですけど、今おっしゃったように感染

流行地域とか注意地域とかがあるわけじゃない

ですか。そこに行くのに関しては、十分な注意

をするようにという発表をされますよね。

発表した側としては事実上の自粛要請みたい

なことを言われますけれども、これを聞いてい

る学校の校長先生たちは事実上の自粛だと、中

止をせざるを得ないと思うかもしれない。しか

し、保護者の中には、注意しなさいと言われた

ら、注意して行けばいいんだという人たちが出

てくるわけです。

、 、だから 公表の仕方をよく考えてやらないと

校長先生は学校現場で、保護者を相手に説明し

ないといけないわけです。そのときにきちんと

お互いの意思疎通がしっかりとできないと、な

かなかこういうものを決めるというのは、今非

常に厳しい、難しい状況があります。

皆が皆同じ方向を向いてくれればいいんです

が、一方はやるべきだ、一方はやめるべきだ、

と賛否入り乱れたときに判断するのに非常に苦

慮されると思います。その辺の配慮を考えた上

で、各市町村、特に県教委としては校長会でよ

く説明されたりするでしょうから、そういった

ことと、新聞報道等で見る、我々が一般的に取

る情報の受け取り方 その辺のコミュニケーショ、

ンをしっかりしていかないといけないと思うと

ころです。そういったところにはぜひ十分な配

慮をお願いしたいと思います。

。 。○日高委員 関連です 県内はいいんですよね

県内で消費して、感染拡大も防げるという利点

もあるから、それはいいんです。でも、裏返す

と、宿泊は宮崎市しか泊まるところがないとい

う話なんです。旅行会社にいろいろ聞きました

が、日向市でも修学旅行で泊まるキャパシティ

ーがないらしいです。延岡市くらいのところで

なければ泊まるところがない。

ただ、そうなると、先ほどから感染流行地域

とか注意地域とか言われていますが、それ以外

のところは行っても大丈夫ですよと校長会で

言ってあげないと、県外は駄目なんだというふ

うに一緒くたに考えてしまうから。こことここ

の都道府県は駄目ですよ、それ以外の都道府県

は大丈夫ですよと言えば、分かりましたという

ことになるんじゃないかなと。

県内だと宿泊施設の多い宮崎市ばかりに金を

落とすことになる。何かこれに税金を使うとい

うのは……。今、採決はどうしようかなと思っ

ているところです。

その辺について、もっと何かいい方法はない

のかなと思うんですが、その辺はどうでしょう

か。

今、委員が○黒木教育次長（教育振興担当）

御指摘になった状況というのは、確かに今の時

点ではやはり見られていると思っています。た

だ、我々としては、先ほど二見委員もおっしゃ

、 、 、いましたとおり ６月の時点から まずは安全

。安心という環境の中で修学旅行を実施させたい

そのために、一つの大きな選択肢として県内を

見直す機会にしたいといったようなことで、そ

ういう流れをこれまでつくってきました。

先ほど教育長が述べましたように、多くの学

校が今、県内をターゲットにして検討を始めて

います。既に決めているところは、やはり日高

委員がおっしゃったとおり、どうしても地方の

ところからは宮崎市をターゲットにしてくると
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いう流れ、これが大きいのはある意味しようが

ないところかもしれません。

ただし、宮崎市内であるとか県央部あたりで

規模が小さい学校は、今ほとんどの学校が６年

生は２学級以下というところが多いですので、

そういったところについては、例えば延岡市の

観光協会さんあたりがこういったキャパシティ

ーで受け入れられますよといったようなことで

あるとか、北きりしまの農家民泊の方々が、我

々も分散でよければ修学旅行に加勢できると

いったような、そういう情報提供をたくさんし

ていただいているところです。

県としても修学旅行の見学先として、宮崎市

だけではなくて、県北にもこういったコンテン

ツがありますといったようなところを紹介して

ほしいというようなことで、国の機関であると

か、県土整備部であるとか、そういったところ

にも協力を求めているところです。

例えば、細島港にガントリークレーンという

大きなクレーンがありますが、家族では見られ

ないけど修学旅行では見られるとか、それから

建設中のトンネル、九州中央道のトンネルがよ

うやく貫通して中が見られる、映写もしてあげ

るよといったような、そういうありがたい御協

力の言葉もいただいておりますので、ぜひそう

いった形で２番目のフェーズとしては、そうい

う地方のよさにも目を向けていくといったよう

な動きを我々としても積極的に行っていきたい

と考えているところです。

そうですね そういうところをやっ○日高委員 、

ていってもらって。だけど、やっぱりどうして

も宿泊が偏りがちになる。宮崎市内にある小学

校が宮崎市のホテルに泊まって何の意味がある

のかという話なんですよね、修学旅行と言える

のかと。泊まらないで日帰りで家に帰ったほう

がいいよと、そんなお金を使うのならやらない

という話にもなりかねないので。

その辺をもう少し工夫してやってもらわない

といけないのかなという気がしています。

旅行会社にはしっかり伝えないといけません

よ、旅行会社がメニューを組むわけで、こっち

はお客さんですから。旅行会社にはその辺につ

いて質を上げてもらわないといけないですね。

そこはしっかり教育委員会が伝えて、強制的

にやるぐらいの気持ちでお願いしたい。よろし

くお願いします。

途中でありますが、委員の皆様○岩切委員長

にお諮りします。

間もなく正午となりますので、続きは午後１

時10分から行いたいと思いますが、よろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、午後１時10分に再開○岩切委員長

します。

暫時休憩いたします。

午前11時59分休憩

午後１時７分再開

委員会を再開いたします。○岩切委員長

議案についての質疑がありましたら、お願い

します。

ＩＣＴ活用教育推進のための調査○渡辺委員

研究授業についてお伺いをします。

、常任委員会資料の右側のイメージ図を見ると

具体的な事業展開は下のほうの図に見えるんで

すけれども、一番上の括弧の中で、学校側から

生徒の自宅というふうに１、２、３年生それぞ

れ矢印が引かれていって、オンライン学習等の

イメージということでいろんなことが書いてあ

るわけでありますが、今回の調査研究事業とい



- 17 -

令和２年７月20日(月)

うのは、各学年に１個ぐらいずつということだ

と思いますけれども、ライセンスを整備して先

生方の研修のための調査というところで終わる

のか。

それとも、この図の上のほうで書いてあるよ

うに、実際に生徒の手元にある家庭用のパソコ

ンだったり、学校のタブレットだったり、個人

のスマートフォンまでつながって、何らかの調

査研究がなされるところまで事業イメージとし

てあるのか。

あくまでも、この上の図に書いてあるのは、

オンライン学習のイメージとしてはこうですよ

というためにただ書いてあるだけなのか、そこ

のところがもう一つ判然としないんですが、い

かがでしょうか。

３ページの図を御覧いた○川北教育政策課長

だいた上で、この上の図のほうが、まずはＩＣ

Ｔ端末を活用した家庭学習の調査研究でござい

ます。

各学校に、大体平均で３本ぐらいライセンス

。 、を付与します そういったものを活用しまして

その上のほうにございますけれども、これはオ

ンライン学習のイメージでございますが、これ

までオンライン学習の研修等が十分にできてい

ない状況ではございますので、まずはこの四角

の中のイメージということで、学校と家庭をつ

なぐような形でどこまでできるのかを検証して

いきたいと考えております。

そこにありますとおり、まずは、例えば教員

が児童生徒の状況を把握 ホームルームのよ―

うな形で顔を見て様子を確認するとか、または

その下にございますオンデマンド教材というこ

とで学習動画を視聴して自学による家庭学習の

サポートがどういう形でできるのかとか、そう

いうことを実際やってみて、実証として積み重

、 、ねていって 課題があればそれを解決していく

そのような形で進めていきたいと思っておりま

す。

できるだけ早く学習プログラム、マニュアル

的なものをつくっていきたいというのが１点目

でございます。

そして、３ページの一番下にございますが、

こちらは教員の側も資質の向上を図る必要があ

るということで、例えば研修ということで一番

上の図にございますが、教育庁の職員、そして

出先機関の職員が県立学校等とオンラインでつ

ながるような形で、どこまでオンライン研修が

できるのかとか、そういったところを検証して

いきたいと考えております。

その下が、これは市町村立学校職員を対象と

してということで、やはり同じように、まずは

いろんな形で検証をやっていきたいと考えてお

ります。

そして、研修プログラム的なものもつくって

いきたいと考えております。

説明の後段にあった、この３ペー○渡辺委員

ジで言えば下のほうに書いてある研修というの

は、ある程度のイメージができるんですけれど

も、今の御説明でいうと、県立の高等学校37校

のほぼ全ての学校に学年分ぐらいのライセンス

が配られるわけですよね。

配られたライセンスで各学校において、実際

に子供たちの手元にある端末とつないで、オン

ライン学習のモデル的な形式を行うというふう

に理解をしました。それが全ての学校で、今年

度中の事業となっているわけですから、これが

全部整備をされて、市町村立の学校はともかく

として、県立の高等学校や中等教育学校等々の

中では、どの学校でも、その授業が 授業と─

いうか調査研究のために取りあえず一連がつな
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がって何らかのやり取りがなされると理解をす

ればいいですか。

もう一つ踏み込むと、例えばどういう形のも

のが、○○高等学校でとまではないにしても、

一つのクラスのうち一つの学期を対象に、どう

いうことを具体的に行うんだと、もう少しイメ

。ージの湧く形で教えていただきたいと思います

、○川北教育政策課長 現在考えておりますのが

まずは高等学校でモデル校を設定するなどしま

して、８月中旬ぐらいをめどにネット環境の検

証を含めたオンライン学習をやってみまして、

そして専門家を活用して、いろいろ意見を伺う

中で、ネット環境及びプログラムの検証を行っ

てまいりたいと考えております。

その後、家庭学習マニュアル的なものを作成

しまして、９月中旬頃を目途に、全ての県立学

校のネット環境の検証も含めたオンライン学習

の開催といったものを行っていきたいと現時点

では考えております。

分かりました。それでは、９月中○渡辺委員

旬には県立高校全てで何らかの取組が始まると

理解をしました。６月議会でも出ている義務教

育課だったか高等教育課だったか、両方にまた

がる話かと思いますが、まず、端末整備のこと

等も含めて、いろんなＩＣＴ化の事業が今、五

月雨式に動いているわけですけれども、私たち

が理解をするに当たって、今回出ている調査研

究事業が走り出せば、ほぼＩＣＴ化の実現とい

うか、宮崎県内の県立学校全体の環境がＩＣＴ

、 、化の導入に至る ほぼ全てのピースがはまって

これで大体できるようなところに向かっていく

んだという理解をすればいいのか。それとも、

まだ足りていないピースがいっぱいあって、こ

れからいろんな事業をはめこんでいかないと実

際の事業展開には至らないというふうに理解を

すべきか、その辺はどうでしょうか。

現在、私どもが考えてお○川北教育政策課長

りますのが、まずハード関係も含めて、これに

、詳しい専門家が必要だろうと考えておりまして

今回この事業におきまして、ネットワークの構

築専門、そしてＩＣＴ端末活用専門の２名のシ

ステムエンジニアに委託したいと考えておりま

す。実際に様々な実証をやる中で、これまで補

正等で整備してきた回線等が本当に大丈夫かと

か、実際に検証を積み重ねた上でノウハウを蓄

積する中で、そういう専門家の意見も聞きなが

ら、ほかに進めるべきところはないかとか、ハ

ード ソフト両面にわたりまして調査研究を行っ、

ていくという形のものが、今回の事業の趣旨と

御理解いただければと思います。

今、教育政策課長が申し○押方高校教育課長

たのも含めまして、高校教育課の整備につきま

しては、今回の補正で３人に１台、令和４年度

に完了するはずだったものが本年度中に３人に

１台ということで、国の基準をある程度達成で

きると考えております。今後はできる限り１人

１台に近づけるように、例えば過去のリースの

見直しを行い、またＢＹＯＤと言われる個別端

末の持込み等を含めて１人１台にしていきたい

と思いますし、今回整備していただく機器等を

利用して学校内外、学校内での分散した授業、

学校行事、学校を超えた外とつながった授業の

在り方、いろんなことが模索していける機器等

を準備していくところです。

教育政策課のほうは、学校と自宅等をつない

だときの、いろんなコンテンツの検証だと考え

ておりますので、そこの教員に対する研修等を

同時にタイアップして進めていきたいと考えて

おります。

抽象的な聞き方で恐縮なんですけ○渡辺委員
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れども、端末整備が前倒しになって、義務制の

ほうを見ても今年度中に恐らくほとんどの市町

村ではやる。高等学校も３分の１という目標値

という意味では進む。ということは、来年度ぐ

。らいにはスタートする環境は整うわけですよね

今回の事業等も含めてスタートさせる、もちろ

んより経験値を積んでいって充実させていくこ

とも、この先必要だと思いますが、取りあえず

スタートさせるという面に関しては、今回の補

正に係る事業で、スタートさせるのに十分な事

業がほぼ出そろったと理解をすべきか。まだこ

の先も、９月議会とか、その先の補正でいろん

なＩＣＴ化の事業は出てきて、その上で何とか

整うというイメージで考えるべきなのか。

今、完成形にほぼ近づくところにいるのか、

そこはどう理解したらいいか、御説明をお願い

します。

今回の高校教育課に係る○押方高校教育課長

事業につきましては、県立の普通教室全部に大

型提示装置と同時にタブレット端末がつきます

ので、本当に学習の基盤が整ったと、これから

の新型コロナの第２波、第３波も含めた新しい

学校の様式、授業等の在り方を新たな価値を見

いだしていく基盤が整ったと考えております。

繰り返しになりますが、３人に１台ではなく

て、２人に１台もしくは１人に１台というとこ

ろは、今後、検討を重ねながら、より一層生徒

の教育環境の充実と学びの保障に努めていきた

いと考えております。

まず、今回の事業を進め○川北教育政策課長

ていく中で、現在、教育ネットひむかという教

育情報通信ネットワークがございます。現在、

ＧＩＧＡスクール構想で大きくＩＣＴを取り巻

く環境が変わっております。そういった中で、

今後教育ネットひむかをどうしていくかという

部分につきましても、やはり専門家の意見を聞

きながら、今後どうあるべきか、その在り方に

ついても今回の調査研究の中で調査研究を行っ

てまいりたいというふうに考えております。

分かりました。○渡辺委員

関連して質疑がございますか。○岩切委員長

ＩＣＴ教育がどんどん進んでいっ○日高委員

ているなという感じがします。これから教員に

対するＩＣＴの勉強会や研修をしていくわけで

すが 当然 先生たちが教えるための教材がしっ、 、

かりしていないと幾ら機器がそろってもどうに

もならないわけですから、研修の充実が大事で

あるということが一つ。

しかし、それにとらわれるあまり、本来の部

分が忘れられるというか、ＩＣＴ化になってく

ると、何かを調べようと思ってもすぐにインタ

、 、ーネットで調べれば 自分で頭を使わなくても

考えなくても出てきますよね。私どももよく使

います。特に分からない漢字とか。

そういったときに、例えば、この研修もしつ

つ、また読み書きとかの部分、特に筆記関係と

か、漢字を書けなくなるんですよ、以前は書け

たのに書けなくなる。

そこら辺のバランスというのは、ＩＣＴを活

用した教育の推進もやりながら、本来の思考力

とか知識を共存させていくというか。そういっ

たところも持ちながら、ＩＣＴ教育に入らない

といけない。

まず、スタートの時点で、教員に対してその

意識を持ちながら、ＩＣＴの研修をしていくほ

うが、私はいいような気がする。その辺はどう

お考えでしょうか。

委員のおっしゃるとおり○押方高校教育課長

でございまして、今回のコロナ禍で改めて確認

されたことが、やはり生徒の社会性とか人間性
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を育てるのに学校が果たす役割が大きいとか、

もしくは今言われました知識、技能とかをしっ

かり鍛えていくことが必要だと。

ただ、コロナとともにというのがございます

が 学校に出ていけるときはそういうことをしっ、

かり育みながら、知識、技能も含めて育てる部

分と、また行けないとき、もしくは新しい学校

様式になったときに分散して授業を受けたり、

学校行事を受けたり、もしくはまた臨時休業に

なってオンラインシステムの学習をしなくては

ならない状況になったときには、両方の蓄積を

掛け合わせて、そのバランスがどのぐらいがい

いのかとか、そういうことも今回の機器を利用

する中で、先生たちが考えていけるようにしっ

かり指導していきたいと考えております。

そうですよね、バランスだと思う○日高委員

んですよね。私どもの子供の頃、字をきれいに

書きなさいと教えられてきれいに書くように

なった。でも、そういうのもなくなる世界とい

うか、言ってみればそれは個性だと思うんです

よ、字を書くとか、読むとか、機械はしゃべら

ないですよね。

だけど社会性になってくると、自分のことを

発表する力だとか、将来、面接が必要だとか、

上に行くと交渉能力とか、いろんな形で自分の

言葉で発言して、しっかり答えるというのが、

私は当然上位に来る必要があるというふうに正

直思っているものですから。あまり突出しても

しようがないんですが。そういったところを、

少し考えてもらえないかなと思っています。バ

ランスを取ってもらえればいいと思うので、よ

ろしくお願いします。

今、日高委員からありましたと○日隈教育長

おり、教育を進める上では、このＩＣＴはあく

までも手段でありまして、教育の効果をどう上

げていくかは、やはり課題によっては違ってく

るかと思います。今回のＩＣＴ活用は、あくま

でも新型コロナウイルスの第２波に備えてとい

う目的の下に、ＩＣＴ環境を整備するというこ

とで進めてきております。

渡辺委員からありましたとおり、今回のこと

である程度ＩＣＴ活用教育というのは進んでま

いりますけれども、あと３つぐらい課題がある

んじゃないかと考えています。

一つは、教員自身の問題、先ほど申し上げた

とおりこれをどう活用して効果を上げていくか

ということで、スキルアップも含めた教員自身

の活用能力の向上が一つあろうかと思います。

もう一つは、ＩＣＴを活用してどのような内

容で教育をしていくのかというプログラム、あ

るいは動画も含めたいろんなコンテンツを増や

していくというようなところあたり、これは少

しまた予算が伴ってくるかもしれません。

最後ですけれども、もう一つ、今度は学校関

係、40人学級を20人ずつ２学級に分けてという

ような対応については、先ほどのプロジェクタ

ーの活用とか、そういったことで学校現場では

ある程度できるんですが、生徒の自宅で家庭学

習にこのＩＣＴを活用したときの問題が残るの

。 、かなと思っております 各児童生徒の家庭でも

ある程度ＩＣＴの普及が進んではいるんですけ

れども、経済的な問題も含めいろんなパターン

にどう対応していくかというところが出てくる

のかなと。あるいはセキュリティーの問題であ

るとか、そういった問題については、もう少し

研究、検討が必要なのかなと考えております。

いずれの問題も、この調査研究事業の中で、あ

る程度整理させていただきたいと考えておりま

すし、場合によってはもう少し、今回のコロナ

対策だけではなくて、今後のＩＣＴ教育の推進
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の中で必要な対応が出てくるのかなと考えてお

ります。

今回のこの調査研究事業の中で、そこ辺りを

整理して、今後に備えていきたい、あるいは進

めていきたいというふうに考えております。

今のお話で全体像と今の状況が分○二見委員

かりました。このＩＣＴの授業の導入の発端と

いうか、振り返ってみると、まず家庭において

これだけ普及したパソコン、タブレット、携帯

電話といったものを使うことがない子供たちの

ためにも、学校でこれを教えないといけないと

いうのが、そもそもの発端だったのではないか

と。

何年も前の話ですが、私が大学に行ったとき

なんて まだ携帯電話でメールを打つのも１回10、

円ぐらいかかるような状況だったのが、わずか

、十数年の間にこれだけ情報通信技術が発達して

子供たちの学びの量や接する環境も大きく変

わってきた中で、学校におけるＩＣＴ機器の整

備は急務だと言われてきているのではないかと

思っています。

おっしゃったように、この環境の変化に対応

する、学校でＩＣＴを導入する目的の一つは、

慣れる、知っていることが大事だったところか

ら、今度は学びのツールなんだというところを

押さえた教育内容にしていかないといけないん

だと。私も学校現場からいろいろ話を聞くと、

うちは実はパソコンありますけれども通信環境

がないとか、プロバイダーがないから結局使っ

ていませんという話もありました。

だから、どういうものを何のために使うのか

というところをしっかりと整理して、先ほど教

育長がおっしゃったように、先生たち自身が早

くこういうものを使って、子供たちの学びに資

するような在り方というものを築き上げてもら

わないと、せっかく導入しても宝の持ち腐れに

なってしまいます。

この１年で整備されるのであれば、その辺は

スピード感を持って、来年から本当にスタート

できるいいものをつくり上げるように注力して

いただきたいと思っております。ぜひよろしく

お願いします。答弁は要りません。

それでは、他に関連して質疑は○岩切委員長

ございませんか。

確認ですけど、令和４年までにＩ○中野委員

ＣＴ環境を整備する計画だったものを、新型コ

ロナ対策ということで前倒しになったと思うん

ですが、予算を見れば、ほとんどが一般財源な

んですよね。令和４年までは、一般財源で整備

する予定だったんですか。

それと、全国的にも同じ環境ですから、国の

国庫支出金というのはあまりなかった、どこも

このような予算だと思うんですが、全国の中で

は宮崎県は進んでいると理解すればいいんです

か。

資料の記載は全額一般財源と表○日隈教育長

記されているんですけれども、これは歳入の費

目を見ていただきますと国庫支出金、地方創生

臨時交付金、これは何でも使えるということで

一般財源として取扱っております。それは歳入

予算の資料に入っているんですけれども、一般

財源として扱うので、ここは一般財源という表

記になっております。

今回の７月臨時議会の補正予算については、

地方創生臨時交付金を活用したものがほぼ99％

になろうかと思います。純粋な県の部分という

のは２億円少々ではなかったかと思います。

教育委員会だけではなく、全体的に地方創生

臨時交付金を活用した事業になっております。

そのことをここでは一般財源という表記にさせ
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ていただいております 意味合いは特定財源じゃ。

なくて、何でも活用できるということで国から

示されておりますので、そのことを指しており

ます。

では、歳入の中の国庫支出金の164○中野委員

億円の中に入っているということですか。繰入

金額、これは基金の取崩しですか。歳入の２

億2,200万円。

今の説明では国庫支出金から充てられたと見

ればいいんですか。あまり厳しく質問するので

はなくて 全国的なレベルの中でどうかなと思っ、

たものだから、積極的に宮崎県教育委員会が進

めた結果、一般財源を、いわゆる基金からの繰

入金を大いに使ったのかなと思ったんですが。

教育政策課か教育次長あたりで○岩切委員長

答えられる方。財源の問題ですね。よろしいで

すか。

すみません、少し数字を○川北教育政策課長

確認いたします。少々お待ちください。

。○日隈教育長 私のほうで御説明申し上げます

お手元に歳出予算事項別明細書という資料があ

りますが、５ページから６ページを見ていただ

きますと、今回の補正予算で使いました一般財

源の歳入の合計欄の一番右側を見ていただきま

すと84億6,021万4,000円を一般財源として充て

ているんですが、これはほとんど一番上の９番

の国庫支出金から83億9,648万4,000円を充てて

おりまして、基金からの繰入金は僅か6,373万円

だけであります。したがって、その差引きのほ

とんどは、この国庫から来た地方創生臨時交付

金を活用しているということでありまして、純

県費は僅かに6,373万円だけということになりま

す。

教育委員会以外の各部は、７ページから８ペ

ージに一般財源ということで書いてあるんです

けれども、合計でこれも同じく８ページに書い

てありますが、84億6,021万4,000円、全ての部

局でこれだけ一般財源を使っているんですが、

そのうち純県費で使っているのは6,373万円だけ

で、あとはほぼ地方創生臨時交付金 今回219―

億円ぐらいだと思いますけれども で、本県―

への配分で来たうちの一部を活用しているとい

うことになります。

そのうち教育委員会で活用させていただいた

のが 教育委員会だけではなく、ほかの教育―

費も少し入りますが ８ページにあります11―

億5,412万2,000円ということになります。

教育委員会が積極的に前倒しで、○中野委員

自主財源でやったものかと思ったので、高く評

価しようかと思って質問したところでしたが、

よく分かりました。

ＩＣＴに関連しては、よろしい○岩切委員長

ですか。別の議題に移ります。

、○渡辺委員 県立学校等感染症対策事業ですが

新規事業ではないので、６月補正のときに出て

いたトイレの洋式化と同じ事業と理解していい

ですか。

今回お願いしている事業○四位財務福利課長

は、２つの課で合同でパッケージしてお示しし

ているものです。タイトルに載っております県

立学校等感染症対策事業は、４月補正でスポー

ツ振興課と教育政策課で合わせてお願いした事

業の追加補正になります。今回はその組合せが

スポーツ振興課と財務福利課になりまして、財

務福利課分だけが新規の取扱いになるというこ

とでございます。

スポーツ振興課の分はある程度、○渡辺委員

全くの新規のものの導入だろうというのは分か

りますが、財務福利課の分について教えていた

だきたいと思います。
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まず、トイレの手洗いの自動水栓化は、新型

コロナウイルス感染症がなくても県立高等学校

の中で既に取組があったもので、加速するとい

うことで理解すればよいでしょうか。

それとも、今まで県立高等学校にはないけれ

ども、今回新型コロナ対策で初めてやりますと

いうことで理解をすればいいのか。

あと、県立高校のトイレの手洗い場がどのぐ

らいあるのか想像がつかないんですが、39校800

か所というのは、全体の該当箇所のうちのどの

ぐらいが自動水栓に変わると理解したらいいか

教えていただければと思います。

トイレの手洗いの自動水○四位財務福利課長

栓、いわゆる手を差し出すと水が出て、手を洗

い終わると止まるものですね。これは今までも

各学校において少しずつ整備はしてきていると

ころですが、11％ほどしかまだ整備できていな

いところです。少しずつ整備していこうという

形でしたが、今回のコロナの件を受けまして、

少なくとも普通教室の近くにあるトイレ こ―

れは子供たちがよく利用するトイレですが、緊

急調査をしまして、800か所ぐらいあったもので

すから、これを今回全てお願いしようと。最も

大事なのは手洗いですので、これを清潔な形で

やっていただくように、急いで配備しようとい

うことで今回お願いするものです。

800か所で学校の大体半分程度、学校によって

は３分の１ぐらいのところもありますが、とに

かく子供たちがよく利用するトイレを念頭に置

いたものになります。

その下のイ、健康管理の対策のと○渡辺委員

ころで、製氷機の整備というのがあります。額

は小さいのですが、これも同じ観点から伺いま

すけれども、既に県立学校の中で熱中症対策で

製氷機が整備されている学校があって、今回の

補正で、どのぐらい導入されることになるのか

教えてください。

高等学校等においては基○四位財務福利課長

本的に製氷機は保健室等に準備されているもの

です。今回お願いしようと思っているのは、特

別支援学校では、これまで保健室に置いてある

冷蔵庫の製氷皿で対応できたところですが、学

校における新しい生活様式で、できるだけマス

クをしましょうという中で、体温の維持が難し

かったりした場合に、少し心配な状況があると

いうことから、この際、製氷機を整備したほう

がよいと判断し、まだ整備がなされていない特

別支援学校の保健室に製氷機を整備するべくお

願いしようということです。

分かりました。特別支援学校に集○渡辺委員

中的にやるから、このぐらいの予算額になると

ということで理解しました。

いつも気になっていたのが、学校からのオー

ダーというか、実態に沿った整備がどのように

なされているのかというところが一番大事だと

思いましたので、今の２つの答弁で学校の実態

を調査した上での事業であるというのはよく分

かりました。念のために確認ですが、事業化す

るに当たって学校現場が何を求めているのかを

十分に把握された上で こういう事業内容になっ、

たと理解をしていいでしょうか。

財務福利課においては、○四位財務福利課長

学校のニーズを常に把握しながら、予算の範囲

内で対応していくという形で調整しております

ので、今回も同じような形で意見をくみながら

やらせていただきました。

分かりました。○渡辺委員

質問ではありませんが、今回、財○日高委員

務福利課長におかれましては、常任委員会資料

を分かりやすく作っていただきまして、ありが
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とうございました。

感染症対策事業に関連して質疑○岩切委員長

はございませんでしょうか。

それでは、これ以外の事業に関しての御質疑

をお願いします。

産業教育実習環境整備事業につい○日高委員

てですが、農業用機械の重機というのはどうい

うものですか。

林業関係のバックホウと○押方高校教育課長

言われますのは、実習等で一番使われるといい

ますか、資格試験も要ります。木を切って枝を

落としたり、また林道をつくったりする、それ

らを一括でできる実習機械でありまして、それ

を門川高校の農業系の林業部門に整備すること

としております。

どれぐらいの性能なんですか。例○日高委員

えばコンピューターを使ったりとか、ロボット

とか、何かそういう機能があるんですか。幾ら

ぐらいですか、1,000万円ぐらいですか。

機能的には、かなり最先○押方高校教育課長

端の機材を入れることにしておりまして、金額

的には１台920万円を考えております。

水産科の小型実習艇ですが、これ○日高委員

は海で使うんですか、学校にあるんですか。

実習艇を２隻ほど購入す○押方高校教育課長

る予定にしております。長期実習が必要ですの

で、それで出られないときに港内、港内という

か湾内もありますし、湾外にも出られる程度の

実習艇を２隻整備する予定にしております。

教育環境が充実するのは実にいい○渡辺委員

ことだろうと思います。ただ、通常だと、これ

だけの整備をまとめてやるのはとても難しいこ

とだと思います。国の根源的な考え方をどうす

るかは少し置いておいて、宮崎県として十分に

活用して整備を進めるべきものだろうと理解を

しています。しかし、もし、今回の新型コロナ

の予算がなければ、宮崎県の実業系の学校で、

今回整備するものを通常予算で整備をしていっ

、 。たら どのぐらい時間がかかるものであるのか

また 今回の事業がなければ 整備できなかっ、 、

たものもあるのではないかと思います。通常予

算の中で入れることはできなかったところもあ

るんじゃないかと思います。その辺についての

見解を伺いたいと思います。

これは大事なことだと思っていて、一般の県

民にとっては今回の補正がついていろんな整備

をすること自体がいいことなんですよ。例えば

、 、トイレの洋式化とか いいことなんだけれども

報道等で認識している新型コロナに関連する対

策という意味では、イメージが合致しない。こ

れについては６月議会でも議論があったところ

ですが、だからこそ結果として宮崎県としては

どれもいいことだと思っていますので、その前

提の上で、どのぐらいの効果になっているのか

を、しっかり確認しておきたいと思います。数

字で答えるのは難しいかもしれませんが、その

認識を確認しておきたいと思います。

例えば、工業機械、工作○押方高校教育課長

機械等は非常に高額ですので、例えば５年先ま

で、どこの学校にこれとか、そういう予算要求

をしていこうという計画がございます。

また、その後、古いものは昭和に入れた機械

もありますので、リニューアルしながら計画的

には考えております。

今回の整備につきましては、特に実習の効率

化が図れる機材であること、10人以上で実習し

ていたものが少なくて済むこととか、そういう

意味で新しい学校の実習の在り方にプラスにな

る。プラス今、即戦力となる、言わばこういう

技術を持った子供たちの育成にもつながるとい
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。うことで整備をお願いしたところでございます

特に大きな機材につきましては、そういうふ

うに計画的に予算要求をしております。

もう一個だけ少し具体的に。例え○渡辺委員

ば宮崎海洋高等学校だと思いますが、小型実習

艇というのは、そもそも今学校が持っていて何

年後ぐらいに新しくするとか、もしくは今はな

いけれども、導入の計画が何年間ぐらいの計画

の中であったということなのか、そこはどうな

んですか。例えば、あえて小型実習艇のことを

伺いますけれども。

小型実習艇に関しまして○押方高校教育課長

は、実習艇といいますか、小さなボートと実習

艇の間ぐらいのものがあるにはありました。

、 、ただ 海洋実習に耐えられる何海里までとか

そういうものが必要になってくる分、少し大き

めの実習艇の予算をお願いしたところでござい

ます。

今回その予算をお願いしたという○渡辺委員

のは分かります。例えば今回の新型コロナとい

う出来事がなかったら、今回の性能の小型実習

艇を宮崎県教育委員会は宮崎海洋高等学校に整

備をする計画であったりとか、考えを持って検

討を進めていたものなのかという意味では、ど

うでしょうか。

その辺が分からないと事業の評価ができない

と思うんです。

今回の産業教育実習環境整備に○日隈教育長

ついてなんですが、渡辺委員のおっしゃるよう

に、今後長いスパンの中で整備を行うことを予

定していたんですけれども、今回新型コロナウ

イルスの感染拡大の関係で、十分に民間の実習

を活用できないとか、いろんな状況で実習に支

障を来すというようなことで、先ほどから申し

上げておりますが、地方創生臨時交付金を１次

補正で55億円ほど、２回目の補正で129億円ほど

本県分として配分いただきました。その中で支

障を来している分で、ぜひともということで教

育委員会からお願いいたしまして、こういった

整備をさせていただくこととなりました。

私、今学校を回っているんですが、先週、延

岡工業高等学校を見てきたんですけれども、工

作機械は昭和41年度導入のものを、生徒のお父

さんも使って、今生徒さんも使っているけど、

やっぱり古いので、民間のほうに貸していただ

いたり、実習に伺ったり、見せていただいたり

しているような状況にありました やはり昭和41。

年度のものはどうかなということで、お願いい

たしまして、外に出ていかなくても学校内で実

習ができるものをということで整備させていた

だきたく、今回議会にもお願いしているもので

ございます。

各産業教育の学校については、備品関係を含

めて非常に古いものばかりで、通常予算では数

千万円の予算規模になりますので、なかなか整

。備が進んでいないというのが実態でございます

今回の新型コロナウイルス感染症の関係でさ

らに支障を来すということでお願いしたもので

ございますので、ぜひ御理解をいただきたいと

考えております。

教育長の御説明でよく分かりまし○渡辺委員

た。知事がおっしゃっていることではあります

が、ピンチをチャンスにということで、せっか

くの機会なわけですから、導入したものが十分

に活用されて、これが大きなきっかけになると

いうことを、全体で認識をきちんとそろえて、

より活用してもらえれば、子供たちにとっても

本当にいいことだと思いますので、そのことを

申したかっただけです。

先ほど教育長が延岡工業高校に行○日高委員
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、 、かれたという話がありましたが たまたま昨日

延岡工業高校の先生と話をしまして、ああ、な

るほどと話がつながったところです。ありがと

うございます。

さて、この小型実習艇ですが、２隻買います

よね。もしかして、今年はハワイの研修はやら

ないということですか。

長期実習につきまして○押方高校教育課長

は、70日を超える実習でありまして、９月以降

に判断しようと考えています。11月ぐらいにか

けて１回、２月ぐらいにかけて１回あります。

９月以降に70日を超える実習が予定されていま

すので、それまでには実習ができるかどうかも

含めて検討していきたいと考えております。

これは議案には関係ないので、ま○日高委員

た後で話しましょう。

実習環境整備事業に関連しての○岩切委員長

質疑はありませんでしょうか。

それでは、その他の項目に関して質疑はあり

ませんでしょうか。

常任委員会資料６ページの 学○内田副委員長 「

びの保障」環境整備事業について伺います。先

ほどの調査研究事業と関連すると思いますが、

私は教育は投資だと思っていますので、一般財

源から何億円という予算を充てていただくのは

本当にありがたいと思います。

例えば、環境整備事業の事業効果にある、効

率的で効果的な授業ですが、先生たちが授業を

進めていく上でのロスタイムを減らしていくこ

とも大切だと思いますので、整備をどんどん進

めていただきたいと思いますし、同時に効果だ

。けではなくて結果も求められると思っています

また、宮崎県で働きたい、県外の大学に行っ

て、故郷に錦を飾るというわけではないけど、

宮崎県に戻って就職するんだというような生徒

をきちっと増やしていくこともビジョンの中に

しっかり入れていただいて、計画として進めて

いただきたいなと思います。

資料の７ページに、イメージ図が描いてある

のですが、その中でとても興味を持ったのが、

真ん中の右のほうに書いてある新しい「みやざ

き」の学びというところで、すごく強化してい

ただきたいと思って話を聞いていました。

これまでの授業はインプットで終わりという

のが多かったのが、ＩＣＴがプラスされること

によって、アウトプットも進んでいくだろうと

いう期待感もあります。

例えば、宮崎県に残っていただくためには、

宮崎の産業、宮崎の観光、宮崎の商業、宮崎の

農業分野が、アウトプットとしてＩＣＴを通じ

ての学びができることによって、体験を通じて

、 、やる気 そして学力がどんどん向上していって

社会に出た後に即戦力となる子供たちを育てて

いただきたいと思っております。

③の今後の教育の中にも書かれていますが、

他校とか外部専門家と結んでいく、キャリア教

育も進む中で、宮崎県内の仕事とこの学校での

授業が結びついていくことによって、誇りに感

じて宮崎で働きたいと思う生徒が増えていくと

、 「 」いう期待感があるのですが 新しい みやざき

の学びという新しい形をイメージできるような

具体的なものがあるのかどうか。

先ほど教育長が、３つの課題の中にどのよう

な内容を教育していくのかというコンテンツが

課題だというお話もありましたが、今のうちか

らしっかりと計画の中に教育指導、学習指導を

こうしていくんだという意識をもって進めてい

ただきたいと思います。県内就職率も上げるん

だというような意識がこの中に含まれていてほ

しいと思いますが、そういった視点で質問をさ
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せていただきたいと思います。

いろいろ御指摘ありがと○押方高校教育課長

うございます。

まず、新しい学びの形と申しますか、今まで

普通教室になかったプロジェクター等があると

いうことは、これまで授業のたびに準備してい

たものをしなくてよいと。プラスしてタブレッ

トがあるということは、教室内ですぐ外とつな

ぐことができるということで、効率化がより図

られると 同じ時間帯に 先ほど内田委員もおっ。 、

しゃいましたが、外部の方とのお話を双方向で

行って、職業観だったり産業についてお話した

、 、り 地域のことについて語っていただいたりと

キャリア教育的なことも可能になります。授業

の在り方が、今まで準備してきたのが、もちろ

ん早くなるというのもございますけれども、外

の世界とつながって、子供たちがその方々と話

していくことが、教室内、学校内において大き

な視点になっていくのかなと思っております。

そのことで宮崎のよさ、もしくは地域で働く

方の存在感、もしくは宮崎で学ぶことのすばら

しさを生徒が感じ取ってくれるのではないかと

いうふうに思います。

学校外の環境とか、学校外の○内田副委員長

社会で働かれている方との結びつきを強くして

いって、県内に戻ってきてくれる、県内で就職

したいという子供たちをもっともっと増やして

いくんだということを 目標として意識してしっ、

かりとこの中に入れていっていただけるとあり

、 。がたいと思いますので よろしくお願いします

学びの保障に関連しての質疑は○岩切委員長

ございませんか。

、 。それでは その他で何かありますでしょうか

さっきから皆さんまた聞くのかと○日高委員

思ってらっしゃると思いますが、部活動の合宿

について伺います。

宿泊を伴う県内の移動というのは緩和の方向

にあるのかなと思っていますが、県外について

は、先ほどからありますように感染流行地域と

か、注意地域は駄目だということですよね。し

、 。かし その地域以外は県内と一緒だと思います

教育委員会は、県内はいいけど、県外は泊ま

りを伴わなければいいという話になりそうだと

。いうような情報がちらほらと入ってきています

そこで、夏休みが８月１日から23日までしか

ないわけですから、合宿はその辺の緩和という

か、近隣の大分県はいいとか、それは必要なこ

とだと思うんですけど、スポーツ振興課長、い

かがですか。

今、委員から御指摘○押川スポーツ振興課長

のありました宿泊を伴う活動についてですけれ

ども、７月13日付の文書で、８月１日から県内

での宿泊を伴う活動については認める方向です

という文書を出しております。８月１日、予定

という形です。

現在、鹿児島県、福岡県でも、感染者が拡大

している状況で、県外に出た際に、感染流行地

域もしくは注意地域でない都道府県に行った場

合でも、そこに感染流行地域の方が一緒に参加

するということも想定されるものですから、県

外については、慎重に検討させていただいてい

るところであります。

、 、 。まずは やはり生徒の安全 安心が一番です

また、一方で、県民の皆様の考え方によりま

しては、県内で今、代替大会を行っていますけ

れども、それもどうなんだろうかと。部活動を

すること自体がどうなんだろうかといった御意

見もいただいております。そういった中で、子

供たちの活動をどれだけ保障するかというとこ

ろで、今、教育委員会で検討をさせていただい
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ているところであります。

県外の状況を見ますと、各学校長の判断によ

。 、り許可するという都道府県もございます ただ

校長が判断することは、教育委員会として果た

していいんだろうかというところもございます

ので、宮崎県としましては、県としてしっかり

と学校を守る、生徒を守るという形で進めさせ

ていただければと考えております。

ただ、子供たちの活動は、ある程度保障して

いかないといけないということも十分分かって

おりますので、そのあたりを検討しながら、今

後、現場の声も伺いながら進めさせていただけ

ればと考えているところでございます。

これは教育委員会だけじゃないん○日高委員

ですよね。当局も、行く分にはここは注意しな

さい、やめてください、来る分にはもうウェル

カムです。ウェルカムだったら、ルール上は感

染地域の人が逆に宮崎に入ってきて交流する分

にはオーケーなんです。感染リスクは結構あっ

たりすると思います。そんなこと言っていたら

何もできなくなってしまうんだろうなと思うん

。 、ですよ 先ほど感染流行地域とか注意地域以外

その中でも九州管内の近くの安全な地域はいい

のではないかと言ったんですけど。

当局の知事のメッセージが弱い、国に頼る、

宮崎県としてどういう方向で宮崎県民を守って

いくのか、なおかつ経済を回していくのかとい

うのは余り明確ではないわけです。

宮崎県としてはどうなのかというところが抜

けていると思うんですよ。だから、宮崎県とし

て、教育委員会でも修学旅行は県内で、とにか

、く県内の経済を回すというのは当然だからこそ

そういう形を取っていると思うんですよ。うち

、は教育の部分だから経済は関係ないではなくて

いろんな連携をしている。

、 、そういった中で 感染リスクをなくすために

今でも間隔を取ったりとかマスクをしたり、消

毒したり、検温したり、各学校の先生たちは部

活動の現場で相当厳しくやっております。

だから、そういった自主性というのは、先生

たちのそういった指導、これは技能とか技術だ

けではなくて、高校生としても、新型コロナに

対してどうやって自分の命を守っていくのかと

いうこともしっかりと学校でも教え、部活の先

生も教えている。

そのような中で、何もかも駄目になってくる

と、これは本来の姿なのかなと、疑問に思うと

ころがあります。

私が言っていることは強引に聞こえるところ

が当然あると思いますが、教育委員会とか学校

があるけど、現場の監督とか現場の人間が守ら

ない限り、これは学校が言った、教育委員会が

言ったということでは駄目なんですよ。自主性

に委ねるということも、スポーツの競技会でそ

れぞれやっているんです。話合いとか新型コロ

ナ対策をどうしようかと 競技団体の中でもやっ、

ている。学校、中体連、高体連でも、口酸っぱ

く言われていて、私に言わせると、それを守ら

ない先生が逆にいるのかと。しっかりその辺の

対策ができている中で、３年生にとっては最後

の夏休みで、もう夏休みは二度と来ない。後は

受験勉強とか就職活動に入ってくる。最低限の

ところは、せめて最低限のラインについては、

やはり私の心情的には、しっかりそこら辺のと

ころを考慮してやることも必要かなと思ってい

ます。

今、委員から言われ○押川スポーツ振興課長

たことにつきましては、十分に理解しながら、

。今後検討を進めさせていただきたいと思います

ただ、もう７月も末になってきまして、夏休
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み、県立高校では８月の前半からお盆明けぐら

いが夏休みになると伺っておりますので、その

期間で子供たちの活動をできるだけ保障できる

ように検討を進めてまいりたいというふうに考

えております。

どこでも行っていただくというこ○日高委員

とではなくて限定でいいと思います。隣接して

いるところしか行けないということでもいいか

ら、それぐらいあればいいかなという気がして

おります。ここは駄目です、こことここしか駄

目ですという言い方でも私はいいと思います。

それでも大分違うと思います。

もう一つお願いしたい。この前、常任委員会

の県南調査に行きました。小林高等学校と小林

こすもす支援学校に行きました。併設している

んですよ。２歩前へ進んだら小林高校で、２歩

下がったらこすもす支援学校、すぐなんです。

その中で、こすもす支援学校で野球のボール

を磨く生徒がおります。ボール磨きという作業

班があって、野球部のボールを磨いていて、す

ばらしいなと思いました。野球のボールだけで

なくても、ほかのものもあると思いますけど。

そこで、先生に聞いたら、その子たちは野球

が好きで、本当は野球がやりたかった。でも体

が不自由だから、野球ができないから、少しで

も関わり合っていたいと、何かプラスになるこ

とをやりたいということで、ボール磨きをして

いたんです。

全国的に併設校はあまりないんですよね。宮

崎県でも併設は他にないわけですよね。

あるんですか。

全国では他に１校だ○松田特別支援教育課長

けございます。宮崎県だけではないです。

でも少ないですよね。○日高委員

そうですね、全国的○松田特別支援教育課長

に少ない状況にはあります。

せっかくだから野球部に入部させ○日高委員

てやればいいんじゃないかと言ったんですね。

障がいがあるから野球部に入部できないという

ことではなくて、野球部に入部してマネジャー

とかあるわけですから。連携して、ただボール

磨きだけではなくて。それだけだったらあまり

にも、何か部員がやらないことを代理で面倒く

。さいからやらせているみたいな感じなんですよ

、 、そうではなくて 小林高校の野球部の生徒も

一体となって 障がいのある生徒も俺たちは―

こうやって一生懸命やっているんだと、一緒に

自分も関わり合ってやっているんだと、やっぱ

り野球部に入りたいと思うんですよ。

これは全国であったんですよ。あるんですよ

ね。障がいのある生徒がマネジャーで一生懸命

やっているというところもあるんですよ、野球

部のメンバーになっているわけです。だから、

そういったところはこれからの教育にとって重

要だと思いますね。

。○黒木副教育長 御指摘ありがとうございます

恐らく今、日高委員がおっしゃった部活動につ

きましては、高校生で障がいを持った生徒さん

なんだろうなというふうに感じました。調査に

行かれたのが支援学校の高等部でございますの

で、教育課程が違います。高校生ではないんで

すね、高等部の生徒さんでいらっしゃるので。

もちろん安全管理をしながら、一緒に活動する

ことはできると思います。文化部等では一緒に

合唱したりとか、一緒に絵を描いたりとか、そ

んな活動が既にございますので、その学校の中

で一緒に活動することはできるんじゃないかな

と思います。部員になるには恐らく登録が必要

、でございますので難しいのかなというふうに今

話を聞きながら思いました。
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。○日高委員 ルールはそうだと思うんですよね

高野連とか高等学校とかの何か堅くて、はっき

り言って常識がもう、僕らの常識と彼らの常識

、 。は全く違うぐらいで 本当に申し訳ないですね

もっと柔軟性を持って、だって、併設している

わけですよね、一緒に一体的に。特色を持つた

めの、ただ字面を、隣接して健常児の子供も障

がいのある子供も一緒にやってます、こうやっ

てますという、何というか表面ばかりやってい

るような感じで、中身が大事なんです。お互い

が障がいのある生徒と一緒に学校にいて、こう

いうメリットがあるんだというところに持って

いく必要があると思うんですよ。そんなのルー

ルなんか無視して入れって、やればいいんだと

言えば、それは毎日練習に行けなくても一緒に

やろうとすれば、それは全くできないことでは

ないと思います。

宮崎県がほかの県と違う特色を出してやるこ

とも一つだと思うんですよね。ルールはあるけ

ど、宮崎県のルールをつくればいいんです。

日高委員の御指摘あ○松田特別支援教育課長

りがとうございます。小林こすもす支援学校の

高等部の生徒が、作業学習でボール磨きをさせ

ていただいているということで、支援学校の生

徒の中にはいろんなスポーツに中学校まで取り

組んでいて、高等部に来ても部活動をやりたい

という生徒もたくさんいます。支援学校の中で

も部活動は行われておりまして、人数が少ない

ために個人競技の部活動が多くなっているんで

すけれども、中にはバスケット部であったり、

陸上部であったり、様々な活動を行っていると

ころです。

併設している学校については、正式な定めに

ついてはいろいろありますので、正式な部員等

はならなくても一緒に練習に参加させていただ

いたり、見学させていただいたり、陸上競技で

あれば試合も一緒に。例えば小林高等学校の駅

伝部と一緒に大会に参加したりすることも行っ

ております。部員となることに少し難しさがあ

るかもしれませんが、練習を共にするというこ

とについては、今もできないということではあ

りません。協議をしながら参加させていただい

ている状況もあります。

また、小林こすもす支援学校の状況について

は、今後学校にも確認しまして、本人の活動が

。保障できるように考えてまいりたいと思います

最後に、やっぱり本人ですよ。本○日高委員

人が入りたいと言えば、入ってもらえればいい

と思います。こんなことでルールを言い出した

ら、何かそれは違うのかなという気がします。

。ルールよりも本人の意思を尊重してもらえれば

そこなのかなと思います。私もその子と話して

ないです。先生から聞いたのも、本当にやりた

かったんだけどというところでした。

非常にすばらしい指摘というか、○中野委員

調査の効果というか、すばらしい意見だったと

思います。せっかく日本でも例を見ないぐらい

。 、の併設ですからね 支援学校で私も見ましたが

日本のモデルとして進めていただきたいという

ことも調査のときに発言しましたけど、ノーマ

ライゼーションとは何かということです。本質

を捉えた意見だったと思います。もっと積極的

に前向きに取り組んでほしいと思います。これ

は要望にしておきます。

ほかに質疑はございますか。○岩切委員長

この前の委員会で、常任委員会の○ 原委員蓬

資料のことをお話しました。農政水産部が非常

に分かりやすくつくるから、図解イラスト入り

、にしてはどうかということをお話をしましたら

早速勉強に行かれたかどうか分かりませんが、
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それらしい話も聞いていますけれども、今回は

全部見開きで、今までは左の説明だけで、どう

もイメージが湧かなかったんですが、非常にい

いイラストをつくっていただいて分かりやす

かったと思います。

早速取り組んでいただいたことは高く評価し

たいと思いますが、委員長が少し心配されたの

が、これをつくるために働き方改革の中で残業

が増えたのではないかという話がありましたの

で、それでは困ります。

でも一度技術を身につけると、早くできるよ

うになると思います。農政水産部に指導に行く

ぐらい上手になると思っています。民間企業の

場合は、とにかくプレゼンテーションで物の売

上げが決まるわけですから、それを考えれば、

教育委員会のプレゼンテーションがうまくなら

れて 事業についての我々の飲み込みが早くなっ、

、 、たということで 資料をお作りになったことは

早速評価をしていいのかなと思っています。お

礼を兼ねて申し上げておきたいと思います。

ただ、このことのために、残業が物すごく増

えたということになると問題なので、そこはよ

くお考えいただきたいと思います。

ほかに質疑はございませんか。○岩切委員長

先ほど教育長や副教育長と話○内田副委員長

をさせていただいたのですが、６月の一般質問

の趣旨確認のときにも伝えているのですが、修

学旅行について伺います。

なぜ宮崎県の、特に小学生が鹿児島に修学旅

行に行くのかというところが、私はずっと引っ

かかっていて、今回の新型コロナの影響で社会

も世界もどんどん変わってきている中で、例え

ば農業においてはスマート農業がどんどん進ん

だり、学校環境もＩＣＴの整備がさらに加速化

していき、工業においても都市部の一極集中で

はなくて、地方が見直されたりということで、

今まで進まなかったことがどんどん見直されて

進んでいこうとしている中で、修学旅行も宮崎

県の小学生が鹿児島に行って何を学んできてい

るのか、どういう意図があって行っているのか

を、もう一回見直していただけないかと思いま

す。

例えば、鹿児島県を調べてみますと、小学生

は福岡とか長崎に行っている。九州内において

も宮崎県に来ている修学旅行生があまりいない

中、何で宮崎県は鹿児島に集中して行くのかな

と思っています。私の個人的な考えですが、神

話においても、宮崎が主な舞台なのに、鹿児島

が鹿児島がと言っている中、どうして子供たち

を鹿児島に学びに連れていくのかなと思ったり

もします。

そのような中、見直していただけたらと思い

質問します。今、県内での修学旅行ということ

で、延期なのか中止なのか県内なのかで大変な

教育委員会に対して、これを言うのは時期尚早

かもしれませんが、私はほかに学びに行く場所

があるのではないかと。そして、宮崎としても

平和教育においては長崎、鹿児島となるのかも

しれませんが、口蹄疫によって食を学ぶことも

あるし、アピールポイントはたくさんあると思

います。

だから、これは観光の分野にも入ってくるん

ですが、宮崎に修学旅行を誘致する。そして、

先ほどの知事の提案理由説明の中でも連帯とか

連携、協働、地域力という言葉がたくさん出て

きたのですが、連携を取れる県と修学旅行の連

携を取らせてもらうとか、そういうことを考え

られないのかと思いますので、先の話になるか

もしれませんが、考えていただければと思い要

望させていただきます。
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質問ではございませんが、お答○岩切委員長

えいただければ。

特に小学校は、これまでほとん○日隈教育長

どの学校が鹿児島県に修学旅行ということで

やってきております。趣旨としては、歴史ある

いは平和教育、いろんなことがあろうかと思い

ますが、ただ一つには、今回やってみて思った

のは、旅行代理店、エージェントのほうでパッ

クと言うと言葉が悪いですけど、一定の教育学

習メニューみたいなものをつくっていらっ

しゃって、それを我々のほうがずっと踏襲して

きたのかなと。いわゆる商業ベースに乗っかっ

。てきたのかなというのは少し感じたところです

感じたというのは、実は、じゃあ変えましょ

うと言ったときに、エージェントがなかなか動

いてくれない。やはり鹿児島がいいという御説

明もあって、学校側もやはり鹿児島かなという

ような流れもありました。

現在は、今、義務教育課あるいは教育振興担

当次長のほうで市町村教育委員会ともいろいろ

話をして、やはりリスクの問題等で県内での修

学旅行が必要じゃないかなということで、おお

むね８割を超えるぐらいが今のところ決定ある

いは検討中ということで、県内の修学旅行につ

いて考えていらっしゃる。その他でも、県外を

考えていらっしゃるところはほとんどなくなっ

てきたのかなと。

まだ、２割ぐらいは全く白紙あるいは延期で

というような状況じゃないかなと思いますけれ

ども。

それではということで、いろんな行き先を今

検討されているところです。先ほども申し上げ

たように、補助事業も今回出ましたので、それ

も活用して、あるいは県内のＧｏＴｏキャンペ

ーンというような活用も出てくるのかもしれま

せん。

そういったことで、今年は県内ということに

なりましたけれども、次年度以降どうするかと

、 。いうのは また大きな課題なのかなと思います

ただ、鹿児島を全て捨てるということではな

いのかもしれませんけれども、広い視野でいろ

んな学習をしていく、学んでいくことは必要だ

と思いますので、そういった議論もこれからし

てまいりたいと考えております。

ただ、目先、小学校６年生は、今年度中にも

し実施するのであれば、やはり年内、できたら

、冬が来る前に実施する学校が多いでしょうから

県内のいろんな学習をできるように、宿泊につ

いても宮崎市一辺倒ではないかというお話もあ

りましたので、大人数というか学級数が多いと

、ころは確かにそういうキャパシティーの問題で

宮崎市内のホテルが中心になるのかもしれませ

んが、そうではなくて分散型でもいいのではな

いかということも含めて、小規模学校について

はいろんなところへ行けますので、農村体験、

これは北きりしまの、えびの、小林のほうから

も要望を受けていて、実際にもう決定した学校

もあります。

そういった事例も出てきておりますので もっ、

と増やして、県内のあちこちに行って、歴史、

神話あるいは農業、漁業、林業、また宮崎の中

でもいろんな見るところがあります。航空大学

校の中も見せていただきたい、あるいは宮崎空

港の中もふだん見られないところを見せていた

だくとかいうのも、教育振興担当次長が今話を

しておりまして、いろんなメニューも提示いた

だいております。

そういったものの紹介もしながら、これまで

、にないような修学旅行の実践を今年やってみて

そして次の展開を考えていきたいと私としては
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それぞれの学校がどう思って、行くのかとい

う意見も聞いてみたいと思いますし、また中学

校がどうやって行くのか、あるいは高等学校、

先ほど予算も出しましたけれども、どうやって

行くのかなと。大きな課題もありますが、この

修学旅行のことについても、特に小学校は、私

も鹿児島に行きましたけれども、この50年ぐら

いずっと鹿児島一辺倒というような感じもあり

ますので、いろんな議論をしてまいりたいと考

えております。

修学旅行ですが、小学生は６年生○中野委員

ありきの修学旅行なんですか。

多くの小学校は６年生で○吉田義務教育課長

行きます。学校によっては、例えば少人数の学

校ですと、５、６年生が一緒に行くような学校

もあります。

我々の頃は、昭和33年でしたか、○中野委員

小学４年生が宮崎旅行、そして、小学６年生の

ときが鹿児島、そして、中学生になれば、あの

とき３年生で行きましたが、九州一周というの

が一つの流れでした。小学４年生で初めて海を

見て、ああ、海は広いんだなと。この水がどこ

にこぼれるんだろうかと思ったぐらいで、それ

以来、海と言えば宮崎というイメージがあるん

ですよね。太陽と緑、海。

いろいろ教育長も言われましたが、宮崎県も

捨てたもんじゃないと思いますよ。

小学６年生で県内を見て、中学生になったら

鹿児島も含めて九州一周とすれば、それは組め

ると思うんですがね。

ありがとうございます。○吉田義務教育課長

学校によっては、４年生または５年生で宿泊体

験学習をする小学校もございます。例えば諸塚

で民泊をするという学校もございますし、それ

を受けて６年生で修学旅行を経験するという、

先ほど委員がおっしゃったような段階を経た体

験学習が学校で計画されているのは、今も変わ

らないと思っています。

西諸県の農家民泊も少し言われま○中野委員

、 。 、したが 私の兄も農家民泊をしています 大体

関西方面から来るんです。体験もするというこ

とで １泊２日だけれども 本当に感動して帰っ、 、

ていくらしいです。それから、ほとんどは後日

手紙でお礼が来ると。

だから、県内も捨てたもんじゃないなと思い

ます。自信を持って県内をいろんな形で進めて

ほしいと思います。関西やよその人が宮崎に感

動するんだから、小学生レベルで県内を回って

感動しないはずがないと思うんです。いいチャ

ンスだと思います。何もかもいいチャンスで、

ＩＣＴ化も図れるんですから、修学旅行もその

ようにしてください。要望です。

今日、知事が壇上で「えらばれる○日高委員

観光みやざき」と言ったのを聞いた人はいます

か。教育長、聞かれましたか 「えらばれる観光。

みやざき」と壇上で、今日の本会議で言ったは

ずなんですよ。だから選ばれる観光を修学旅行

でもやってもらわないといけません。これは商

工観光労働部だけの話ではないと思います。よ

ろしくお願いします。

要望ということでございます。○岩切委員長

ほかに質疑はございませんか。

今の話に関連して、黙っておこう○二見委員

かと思ったのですが、言っておかないといけな

いと。

先日ある方と話をしていたら、平和教育とい

うと都城とか宮崎でもそうですが、知覧特攻記

念館に行かれる。私も行きました。あれだけの

資料や規模の施設をつくるということは、なか

令和２年７月20日(月)
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なか宮崎ではできないだろうと思います。

しかし、都城にも特攻基地があったという歴

史はあるんです。それを小学校のときに学んだ

かといわれると、学んだ記憶はどうしても思い

出せない。引っかかるものがないんです。だか

ら当時やってないんだと思います。もちろん、

そういう史跡があるかどうか分かりませんが、

特攻記念碑慰霊祭は今でもあります。遺族や関

係者の方々、行政関係の人たちが集まっての慰

霊祭ですので、それはそれで意味のあることだ

と思います。

今、郷土を学ぶということでもやっています

が、修学旅行イコール平和教育というのを何か

とても大事にされているというか、僕には何か

言い訳にしか聞こえないんです。小学校で知覧

に行って、中学校は長崎に行って、高校でどこ

か都会のほうに行ってみるとか、何かそういう

既定路線しかできていない。もちろん、先ほど

言われた旅行代理店の方々の話も非常に大きな

ところだと思いますが、教育委員会としてのポ

リシーというか、そういうものをしっかりつく

り上げないといけないということと、宮崎にな

かなか来てもらえない、でも一部では民泊で来

られる方もいらっしゃる。だから、宮崎の本当

の魅力とは何なのか しっかりつくり上げていっ、

て、本当に必要なものに関してはお金をかけて

いかないと。ただ、来てくれと言っても、本当

の魅力がなければ、よその人たちがこれはすご

いと本当に思ってもらえるものでなければ、絶

対来ませんよ。ＰＲをしても、そのものがなけ

れば。

その辺の調査研究というのも、ぜひ教育委員

会が中心となって、宮崎県の郷土史の中の、本

当に全国から見ても、世界から見てもいいもの

と言えるものを、もっと磨き上げていきたいと

いう、何かそういうものが見えてくるといいな

と思っています。これは要望というか、私の個

人的な考えなんですが、そういうことを期待し

ていますので、よろしくお願いいたします。

ほかに質疑はございませんか。○岩切委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、最後に２点だけ質問○岩切委員長

させてください。

明日から夏休みというのが一般的だと思いま

すが、コロナ禍において特別な生活指導等を行

う計画がありますでしょうか。

今までは明日が基本的に○押方高校教育課長

は終業式等でしたが、授業時間の確保というこ

とで、７月末までに延ばしているところ等もご

ざいますし、また、それ以降もございまして、

夏休みを短くしているところもございます。

その中でまた、新しい生活様式については、

常々指導していくということであります。

夏休みの特別な生活指導の予定○岩切委員長

がコロナ禍において行われることがあるか、コ

ロナを意識した生活指導があるかという質問な

のですが。生活指導、生徒指導という面で特別

な考えがありますかという質問なのですが。

今の県立学校の新しい生○押方高校教育課長

活様式ということで、マスクをするとか手洗い

をするとか、朝の検温をするとか、そういうこ

とをペーパーで出しております。もちろん学校

が夏休みになりましても夏休みの心得というの

を従来出しておりますが、それに加えて、新型

コロナウイルス感染症対策とかそのあたりのほ

うは、しっかり生徒、保護者に知らせていく予

定でございます。

質問の趣旨がうまく伝わらなく○岩切委員長

てすみません 夏休みとなると 子供たちがキャ。 、

ンプをしたり、祭りに参加したりという３密と
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言われるような状況下に参加することが増える

かなと。ただ、今年はコロナ禍という状況なの

で、そういうものについてはよく考えるように

というか、行かないようにといった特別な指導

をされ、またそれに対して街頭指導等を行うと

いった計画が組まれているかどうかという趣旨

ですが、いかがでしょうか。

毎年、当課とほかの○島㟢人権同和教育課長

課も連名で夏季休業中の過ごし方については通

知をしているところですが、今委員長が言われ

た、コロナ禍での対応の仕方といいますか、新

しい関わり方についても今後通知を出しますの

で、そのあたりに盛り込めるところは盛り込み

まして通知したいというふうに考えているとこ

ろであります。

あくまで、どうしているかの質○岩切委員長

、 、問ですから 明日から夏休みだと思いますので

その通知が子供たちの指導に間に合うものなの

かどうか、今答弁を聞いて不安に思いました。

それなりの新型コロナを意識した生徒指導が予

定されているということで理解させていただき

たいと思います。

質問を変えます。夏季休業の短縮といいます

か、授業に充てる日数がそれぞれ何日かという

のは、学校別かまたは平均か、また県立以外の

市町村立のデータはある程度そろっているので

しょうか。

高校教育課につきまして○押方高校教育課長

は、日数がそろっております。８校ほどがゼロ

で、一番多いところは６日あります。

また、定時制につきましては、仕事をされて

いる方で休校が多かったものですから、10日を

超える学校もございます。

市町村につきましては、○吉田義務教育課長

様々であります。全く短縮しない市町村もござ

いまして 例えば西米良村でありますとか 五ヶ、 、

瀬町では短縮はありません。平均しますと、５

日から１週間程度の短縮をする市町村が多いよ

うです。一番長いところで10日ほど短縮すると

いう市町村がございます。

特別支援学校におき○松田特別支援教育課長

ましても、夏休みの短縮を行うことにしており

ます。一番短いところで４日間、長いところで

は２週間の短縮を行うことにしております。

分かりました。各校の判断だと○岩切委員長

思いますので、県立高校の状況がペーパーにま

とまっていたら資料としていただきたいんです

けれども、委員の皆様も必要ですか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

それでは、各委員への配付とい○岩切委員長

う形で、この資料を頂きたいと思います。

また、市町村立学校、特別支援学校について

も、資料が頂けるようでしたら、同じように対

応いただきたいと思いますので、よろしくお願

いします。

市町村の教育委員会任せですとい○渡辺委員

うことであれば、それでいいんですが、通常で

、あれば夏休みの期間に授業があるということは

今のお話で分かりました。うちの地元の地域で

は、小学６年生と中学３年生だけは、さらに授

業が長くなっていて、宮崎市ではエアコンの整

備についての問題がある関係で、小学６年生は

エアコンのある中学校に行って授業を受けると

聞いております。

エアコンの整備率は市町村でまだばらつきが

あるという状況で、通常は暑いから授業をしな

い夏休みの時期にコロナ禍で授業をすることに

関して、県教委の立場から何らか注意を促すよ

うな通達があるのかないのか、あればどのよう

なものが出ているのかを教えていただければと
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思います。なければないで結構です。

。○吉田義務教育課長 通知自体はございません

ただ、熱中症等については十分気をつけていた

だくように、そこは再三依頼をしているところ

です。

分かりました。○渡辺委員

その他で質疑がありますか。○岩切委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって教育委○岩切委員長

員会を終了いたします。執行部の皆様、お疲れ

さまでした。

暫時休憩いたします。

午後２時42分休憩

午後２時48分再開

委員会を再開いたします。○岩切委員長

まず、採決についてでありますが、日程の最

終日ということになっておりますので、明日行

いたいと思います。

開会時間は13時10分としたいのですが、よろ

しいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○岩切委員長

します。

その他で、何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようでしたら、本日の○岩切委員長

委員会を終了したいと思いますが、よろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもちまして、○岩切委員長

本日の委員会を終了いたします。

午後２時49分散会
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午後１時７分再開

出席委員（７人）

委 員 長 岩 切 達 哉

副 委 員 長 内 田 理 佐

委 員 原 正 三蓬

委 員 中 野 一 則

委 員 二 見 康 之

委 員 日 高 博 之

委 員 渡 辺 創

欠席委員（なし）

委員外委員（なし）

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 藤 村 正

政策調査課副主幹 前 野 陽 子

委員会を再開いたします。○岩切委員長

まず議案の採決を行います。採決の前に賛否

も含め御意見をお願いしたいと思いますが、特

にないですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、採決を行います。○岩切委員長

議案第１号につきまして、原案どおり可決す

ることに御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。 、○岩切委員長 御異議なしと認めます よって

議案第１号につきましては、原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。

、 。次に 委員長報告骨子案についてであります

委員長報告の項目及び内容については、昨日

御意見をいただきましたが、ほかに御要望等は

ありませんでしょうか。

〔 一任」と呼ぶ者あり〕「

それでは委員長報告につきまし○岩切委員長

ては、正副委員長に御一任いただくことで御異

議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○岩切委員長

します。

次に、延期となっておりました県外調査につ

いてであります。

暫時休憩いたします。

午後１時９分休憩

午後１時11分再開

委員会を再開いたします。○岩切委員長

県外調査の日程、調査先等につきましては、

御意見を参考にしながら、正副委員長に御一任

いただくことで御異議ありませんでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○岩切委員長

します。

なお、実施については８月下旬に判断したい

と思います。こちらも正副委員長に御一任いた

だきたいと思いますが、御異議ございませんで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにいたしま○岩切委員長

す。

その他で何かありますでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようですので、以上で○岩切委員長

委員会を終了いたします。

午後１時11分閉会

令和２年７月21日(火)
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岩 切 達 哉文教警察企業常任委員会委員長




